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小
学
生
の
時
、最
高
に
楽
し
い
遊
び
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は「
Ｓ
ケ
ン
」。こ
の
遊
び
を
体
験
し
て

い
る
人
も
多
い
は
ず
。
▼
体
育
の
授
業
で
、

先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き
な
Ｓ
の
字
を
書
い
て
、

２
つ
の
チ
ー
ム
に
別
れ
て
、宝
物
を
奪
い
合
う
。

Ｓ
の
字
の
中
が
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
地
。こ
の
中

は
両
足
で
歩
い
て
も
良
い
。陣
地
内
以
外
は

ケ
ン
ケ
ン
で
移
動
を
し
な
い
と
い
け
な
か

っ
た
。宝
物
は
陣
地
の
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。

勝
敗
は
そ
の
宝
物
を
相
手
の
陣
地
か
ら
取

っ
て
持
ち
帰
っ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
。攻
防
は

ま
さ
に
肉
弾
戦
。ケ
ン
ケ
ン
の
時
に
押
し
合
い
、

両
足
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
ら
失
格
。ま
た
陣

地
内
で
出
入
り
口
以
外
か
ら
押
し
出
さ
れ

て
も
失
格
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
覚

え
て
い
る
。（
違
う
か
も
…
）こ
の
遊
び
を
休

憩
の
た
び
に
行
っ
て
い
た
。一
時
期
の
流
行

に
な
っ
た
。▼
そ
れ
こ
そ
学
年
や
男
女
入
り

混
じ
っ
て
や
っ
て
い
た
。
服
が
汚
れ
た
り
、

破
け
た
り
す
る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
。傷
も

た
え
な
か
っ
た
。
な
ぜ
、
い
ま
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
か
。そ
れ
は
み
ん
な
が
本
気
で

遊
ん
で
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
集
中
し
て
、

全
力
を
出
し
て
い
た
。だ
か
ら
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。▼
楽
し
い
遊
び
を
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
た
く
さ
ん
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
。何
歳
に
な
っ
て
も
覚
え
て

い
る
よ
う
な
遊
び
を
い
く
つ
も
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。ふ
と
、そ
う
感
じ
た
。

編
集
後
記

│
い
に
し
え
の
安
芸
高
田
物
語

│

筆
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館　
学
芸
員　

川
尻　

真

　

宍
戸
氏
の
史
跡
は
、
五
龍
城
を
は
じ
め
甲
田
町
内
に
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
歴
代
の
墓
所
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
徴
の

一
つ
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

六
代
目
城
主
宍
戸
元
家
の
墓
は
深
瀬
の
可
愛
川
近
く
の
田
地
に
あ

り
ま
す
。
右
側
の
墓
石
に
は
元
家
の
法
名
と
死
去
し
た
年
月
日
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
な
り
後
世
に
記
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

そ
の
息
子
で
七
代
目
の
宍
戸
元
源
は
、
毛
利
元
就
の
兄
・
興
元
と
幾

度
も
交
戦
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
元
源
夫
婦
の
墓
は
、

菩
提
寺
・
理
窓
院
（
下
甲
立
）
境
内
地
南
西
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
元
源
の
孫
に
あ
た
る
８
代
城
主
の
隆
家
は
、
元
就
の
長
女
・

五
龍
と
結
婚
し
、
元
就
の
重
臣
・
側
近
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の

隆
家
夫
妻
の
墓
は
菩
提
寺
・
天
叟
寺
跡
（
上
甲
立
）
に
石
玉
垣
に
囲
ま

れ
た
２
基
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
墓
所
以
外
で
は
、
山
城
跡
の
一
つ
に
三
次
市
と
の
境
に
近
い
国

道
５４
号
線
に
面
し
た
丘
陵
上
に
岩
屋
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩
屋
城

は
天
文
９
年
（
１
５
４
０
）
６
月
、
尼
子
氏
が
郡
山
城
攻
め
の
た
め
南

下
し
た
際
、
こ
の
城
を
守
備
す
る
宍
戸
元
源
の
弟
・
深
瀬
隆
兼
は
前
面

の
可
愛
川
沿
い
の
通
路
を
阻
み
、
撃
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
軍
記
物
語
な
ど
に
戦
い
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
研
究
で
は
、
こ
の
時
の
戦
い
を
示
す
当
時
の
記
録
は
確
認
で
き

ず
、
郡
山
合
戦
に
伴
う
６
月
の
尼
子
氏
来
襲
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

も
と
い
え

ふ
か
せ

も
と
よ
し

た
か
い
え

ふ
か
せ 

た
か
か
ね

は
ば

十
三

そ
の

中
世
安
芸
高
田
の
武
士
団

中
世
安
芸
高
田
の
武
士
団

宍
戸
氏　

そ
の
三　

史
跡
と
伝
説

宍
戸
氏　

そ
の
三　

史
跡
と
伝
説

安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る

２月
２４
日（
木）サ
ンフ
レッ
チェ

広島
のメ
ンバ
ーが
清神
社に

必勝
祈願
した
。２月

２４
日（
木）サ
ンフ
レッ
チェ

広島
のメ
ンバ
ーが
清神
社に

必勝
祈願
した
。

「
三
矢
の
訓
を
胸
に

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

目
標
に
向
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

引
き
続
き
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　

小
野
監
督　

談

宍
戸
元
家
の
墓
。
二
つ
の
墓
石

が
あ
り
、
元
家
夫
婦
の
墓
と
の

伝
え
も
あ
る
。

宍
戸
元
源
の
墓
。
五
輪
塔
が
建

て
ら
れ
、
周
囲
は
白
壁
で
囲
わ

れ
て
い
る
。

宍
戸
隆
家
の
墓
。
２
基
あ
る
墓

い
ず
れ
も
宝
篋
印
塔
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

岩
屋
城
跡
。
頂
上
に
は
７０
ｍ
×

２０
ｍ
の
長
大
な
郭
が
み
ら
れ
、

井
戸
跡
も
残
っ
て
い
る
。

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
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　消防団員は、他に本業を

もちながらボランティア

精神で地域の安全と安心

を守るために、大いに貢献

している。この日は８４１名

の団員のうち、４３５名が

参加した。残りの団員は災

害に備え詰所に待機する

とともに、水利点検や広報

活動などそれぞれの地域

で防災活動につとめた。

　幼年消防クラブは市内

の８つの保育園と１つの

幼稚園で結成されている。

出初式にはそれぞれの園

で練習を重ねてきた「キ

ッズ・ソーラン」を年長園

児１６８名が披露した。こ

の日集まった約５００人の

観客が子どもたちの周り

を取り囲む。

　高宮中学校生、女性防

火クラブ、湧永製薬や八

千代病院などの自衛消防隊、

向井原自主防災会の皆さ

んが続いて消火訓練を行

った。山田婦人消防隊は

軽可搬ポンプから放水して、

模擬家屋の消火訓練を行

った。

　広島県防災航空隊のヘ

リコプターによる救助訓

練も行われた。これは大

地震が安芸高田市を襲い、

道路が通れない状況で、

重症の患者さんを広島市

内の病院へ搬送するとい

う想定で行われた。

　

３
月
６
日（
日
）安
芸
高
田
消
防
ヘ

リ
ポ
ー
ト
で
、
平
成
１７
年
合
併
記
念

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
６
町
と
も
１

月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併

し
て
１
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、
ま
た

３
月
７
日
は
消
防
の
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
３
月
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
出
初
式
は
、
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
た
行
事
で

し
た
が
、
市
の
行
事
と
し
て
新
た
に

は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
市
の
防
災
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
参
加
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
署
・

消
防
団
に
加
え
幼
少
年
女
性
防
火
委

員
会
、
自
主
防
災
会
、
自
衛
消
防
隊

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
１０
時
。
出
初
式
は
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
が
、

順
番
に
入
場
し
て
い
き
ま
す
。
先
頭

は
消
防
職
員
、
続
い
て
消
防
団
員
、

幼
年
、
少
年
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
・

自
主
防
災
会
と
入
場
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
入
場
し
た
自
衛
消
防
隊
の
入

場
で
、
こ
の
日
参
加
し
た
７
０
８
名

が
全
員
入
場
し
ま
し
た
。 安芸高田市消防出初式

平成１７年　合併記念

威
風
堂
々
と

　
　

分
列
行
進

地
域
を
守
る

　

み
ん
な
で
守
る

み
ん
な
の
合
言
葉

　
　
　
　

火
の
用
心

地
上
で
も
、
空
か
ら
も

　
　
　

み
ん
な
を
救
う
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表彰状授与表彰状授与
この出初式の中で、それぞれの年数を経過した
消防団員に対し表彰状が手渡された。

表
彰
状
授
与

【
日
本
消
防
協
会
表
彰
】（
平
成
１７
年
２
月
１０
日
）

精
績
章　

佐
々
木
義
明（
本
部
副
団
長
）

３０
年
以
上
勤
続
章

中
井
丈
二
郎（
甲
田
第
５
分
団
分
団
長
）
下
甲
英

昭（
吉
田
第
８
分
団
分
団
長
）
寺
田
爲
義（
甲
田
第

３
分
団
副
分
団
長
）
畠
田
康
信（
美
土
里
第
３
分
団

部
長
）
山　

直
人（
美
土
里
第
１
分
団
班
長
）

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】（
平
成
１７
年
１
月
１
日
）

功
績
章

佐
々
木
義
明（
本
部
副
団
長
）
上
田
照
明（
本
部

副
団
長
）
角
保
雅
史（
本
部
副
団
長
）
時
本
眞
吾（
元

本
部
副
団
長
）

２５
年
以
上
勤
続
章

佐
々
木
勉（
本
部
副
団
長
）
西
本
良
基（
美
土
里

第
３
分
団
分
団
長
）
川
野
誠
壮（
向
原
機
動
隊
分
団
長
）

山
口
幸
弘（
甲
田
機
動
隊
副
分
団
長
）
塚
田
洋
介（
向

原
第
４
分
団
部
長
）
行
田
冨
貴
雄（
高
宮
第
６
分
団

班
長
）
佐
島
雅
彦（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）
堤
中

孝
治（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
的
場
義
昭（
向
原
機

動
隊
団
員
）
小
松
禎
己（
向
原
第
３
分
団
団
員
）

２０
年
以
上
勤
続
章

入
迫
俊
二（
吉
田
第
１
分
団
分
団
長
）
朝
川
道
哉（
吉

田
第
５
分
団
分
団
長
）
三
木
郁
文（
吉
田
第
７
分
団

分
団
長
）
平
野
良
生（
向
原
第
２
分
団
分
団
長
）
新

藤
司（
吉
田
第
４
分
団
副
分
団
長
）
川
本
正
明（
吉

田
第
６
分
団
副
分
団
長
）
小
笠
原
勝
宏（
美
土
里
第

３
分
団
副
分
団
長
）
大
番
一
徳（
高
宮
機
動
隊
副
分

団
長
）
聖
川
義
明（
吉
田
第
４
分
団
部
長
）
今
谷
敏

昭（
吉
田
第
７
分
団
部
長
）
川
舛
一
弘（
吉
田
第
８

分
団
部
長
）
久
保
壽（
八
千
代
第
４
分
団
部
長
）
砂

田
真
治（
美
土
里
第
２
分
団
部
長
）
小
田
洋
介（
高

宮
機
動
隊
部
長
）
柘
植
幹
成（
高
宮
第
３
分
団
部
長
）

末
永
常
治（
吉
田
第
４
分
団
班
長
）
森
本
洋
二（
八

千
代
第
３
分
団
班
長
）
毛
利
洋
二（
美
土
里
第
１
分

団
班
長
）
下
田
数
芳（
美
土
里
第
２
分
団
班
長
）
佐
々

木
克
春（
美
土
里
第
２
分
団
班
長
）
重
永
充
浩（
甲

田
第
１
分
団
班
長
）
永
田
寿
司（
甲
田
第
３
分
団
班
長
）

北
村
賜
郎（
甲
田
第
４
分
団
班
長
）
中
川
育
朗（
向

原
第
３
分
団
班
長
）
川　

誠
一（
向
原
第
４
分
団
班
長
）

野
川
栄
治（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）
岡
本
隆
昭（
吉

田
第
５
分
団
団
員
）
広
瀬
信
之（
吉
田
第
７
分
団
団
員
）

山
崎
哲
明（
吉
田
第
８
分
団
団
員
）
岡　

衛（
美
土

里
第
１
分
団
団
員
）
田
川
哲
夫（
美
土
里
第
１
分
団

団
員
）
岡
田
輝
昭（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
金
井

弘
吉（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
益
原
睦
三（
向
原

第
４
分
団
団
員
）
浅
枝
勝
登（
元
八
千
代
第
４
分
団

分
団
長
）
新
村
強（
元
甲
田
第
５
分
団
班
長
）
井
本

正
輝（
元
吉
田
第
７
分
団
団
員
）

１５
年
以
上
勤
続
章�

高
藤
誠（
本
部
分
団
長
）
河
本
圭
司（
本
部
分
団
長
）

石
樵
豊（
高
宮
第
５
分
団
分
団
長
）
谷
川
親
弘（
吉

田
第
１
分
団
部
長
）
多
川
輝
昭（
甲
田
第
２
分
団
部
長
）

玉
井
克
佳（
甲
田
第
４
分
団
部
長
）
末
木
義
裕（
向

原
第
２
分
団
部
長
）
川
口
正
晴（
八
千
代
第
２
分
団

班
長
）
道
沖
浩（
八
千
代
第
３
分
団
班
長
）
国
司
秀

信（
甲
田
機
動
隊
班
長
）
関
川
祐
治（
甲
田
第
５
分

団
班
長
）
沖
田
茂
樹（
甲
田
第
６
分
団
班
長
）
住
吉

清
和（
甲
田
第
６
分
団
班
長
）
中
本
文
昭（
向
原
機

動
隊
班
長
）
大
前
英
昭（
向
原
第
１
分
団
班
長
）
升

田
和
彦（
向
原
第
２
分
団
班
長
）
篠
田
勝
範（
吉
田

機
動
分
団
団
員
）
常
光
和
幸（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）

内
山
信
雄（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
神
田
正
広（
吉

田
第
７
分
団
団
員
）
柳
川
知
昭（
八
千
代
第
４
分
団

団
員
）
玉
利
邦
男（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
河
野

達
也（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
宇
丹
弘
文（
美
土

里
第
３
分
団
団
員
）
伊
藤
良
治（
高
宮
第
２
分
団
団
員
）

小
田
政
則（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
松
野
博
志（
高

宮
第
３
分
団
団
員
）
岸
岡
茂
己（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）

今
田
和
宏（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
光
實
和
之（
甲

田
第
３
分
団
団
員
）
櫻
川
智
也（
甲
田
第
５
分
団
団
員
）

沖
野
和
明（
向
原
第
４
分
団
団
員
）
梶
川
誠（
向
原

第
３
分
団
団
員
）
朝
原
一
満（
元
吉
田
第
１
分
団
団
員
）

【
広
島
県
消
防
協
会
安
芸
高
田
支
部
長
表
彰
】

（
平
成
１７
年
１
月
１
日
）

功
績
章�

猪
掛
公
詩（
本
部
分
団
長
）
森
野
佳
信（
本
部
分

団
長
）
武
田
秀
樹（
吉
田
第
５
分
団
班
長
）
森
末
修（
吉

田
第
７
分
団
班
長
）
浮
田
健
治（
八
千
代
第
２
分
団

班
長
）
石
川
二
郎（
美
土
里
第
４
分
団
班
長
）
田
桑

智
教（
高
宮
第
３
分
団
班
長
）
安
見
昭
彦（
高
宮
第

６
分
団
班
長
）
政
森
忠（
甲
田
第
４
分
団
班
長
）
山

本
宗
徳（
甲
田
第
４
分
団
班
長
）
上
則
幸
次
郎（
甲

田
第
６
分
団
班
長
）
小
野
賢
治（
向
原
第
４
分
団
班
長
）

跡
部
修
平（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）
久
岡
直（
吉
田

機
動
分
団
団
員
）
波
多
野
太
志（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）

竹
本
繁
行（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
坂
野
俊
博（
吉

田
第
２
分
団
団
員
）
新
道
昌
浩（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）

西
川
正
文（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）
竹
本
忠
夫（
吉

田
第
６
分
団
団
員
）
土
井
仁
司（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）

沖
田
和
則（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
中
島
孝
浩（
吉

田
第
７
分
団
団
員
）
川
本
辰
彦（
吉
田
第
８
分
団
団
員
）

渡
利
一
志（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
細
川
高
好（
八

千
代
第
３
分
団
団
員
）
堰
楽
博
文（
美
土
里
第
１
分

団
団
員
）
寄
実
正
次
郎（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）

聖
川
学（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
中
尾
圭
介（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
稲
田
瑞
穂（
高
宮
第
１
分
団

団
員
）
神
田
賢
二（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
坂
谷
哲

也（
高
宮
第
５
分
団
団
員
）
田
中
雄
彦（
高
宮
第
６

分
団
団
員
）
西
島
照
博（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
岡

田
憲
昭（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
新
出
良
三（
高
宮

第
６
分
団
団
員
）
佐
々
木
光
樹（
美
土
里
第
３
分
団

団
員
）
森
岡
雅
昭（
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）
上
田

正
春（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）
後
藤
睦（
美
土
里

第
４
分
団
団
員
）
河
内
和
輝（
甲
田
第
３
分
団
団
員
）

高
村
伸
二（
甲
田
第
５
分
団
団
員
）

１０
年
以
上
勤
続
章�

升
田
強（
八
千
代
第
３
分
団
分
団
長
）
下
杉
嘉
基（
美

土
里
第
４
分
団
部
長
）
小
笠
原
義
和（
美
土
里
第
３

分
団
班
長
）
泉
利
彦（
高
宮
第
１
分
団
班
長
）
梶
間

忠
広（
甲
田
第
２
分
団
班
長
）
辰
己
貞
雄（
甲
田
第

４
分
団
班
長
）
竹
内
正
樹（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）

日
野
原
繁（
吉
田
第
３
分
団
団
員
）
森
本
貞
彦（
吉

田
第
７
分
団
団
員
）
井
木
一
樹（
八
千
代
第
１
分
団

団
員
）
谷
口
健
司（
八
千
代
第
２
分
団
団
員
）
安
見

真
一（
八
千
代
第
２
分
団
団
員
）
田
川
哲
也（
八
千

代
第
３
分
団
団
員
）
道
沖
義
輝（
八
千
代
第
３
分
団

団
員
）
鈴
木
克
生（
八
千
代
第
３
分
団
団
員
）
外
輪

勇
三（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
松
長
義
樹（
高
宮

第
１
分
団
団
員
）
有
間
孝
次（
高
宮
第
１
分
団
団
員
）

上
田
昌
史（
高
宮
第
１
分
団
団
員
）
谷
川
正
博（
高

宮
第
３
分
団
団
員
）
橋
本
治
郎（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）

泉
安
秀（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
大
元
昌
彦（
高
宮

第
４
分
団
団
員
）
上
田
正
幸（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）

原
田
和
雄（
甲
田
第
１
分
団
団
員
）
益
田
真
司（
甲

田
第
２
分
団
団
員
）
田
村
浩
司（
甲
田
第
４
分
団
団
員
）

青
山
公
一（
甲
田
第
６
分
団
団
員
）
下
田
秀
太

郎（
甲
田
第
７
分
団
団
員
）
下
田
智（
甲
田
第
７
分
団

団
員
）
川
井
光
雄（
甲
田
第
７
分
団
団
員
）
鈴
川
昌

樹（
向
原
第
１
分
団
団
員
）
下
川
耕
平（
向
原
第
２

分
団
団
員
）
小
畠
充
博（
向
原
第
２
分
団
団
員
）

【
安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰
】

（
平
成
１７
年
１
月
１
日
）

５
年
以
上
勤
続
章�

和
田
良
男（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
山
本
光
晴（
吉

田
第
３
分
団
団
員
）
武
田
勇
人（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）

武
田
直
人（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）
藤
原
光
則（
吉

田
第
５
分
団
団
員
）
佐
久
間
博（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）

益
原
辰
弥（
吉
田
第
７
分
団
団
員
）
倉
本
博
史（
八

千
代
第
２
分
団
団
員
）
大
上
英
樹（
八
千
代
第
３
分

団
団
員
）
坂
口
滋（
八
千
代
第
３
分
団
団
員
）
中
迫

大
介（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
中
迫
史
明（
美
土

里
第
１
分
団
団
員
）
四
十
山
義
治（
美
土
里
第
２
分

団
団
員
）
中
村
聡（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
桜
尾

宏
章（
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）
高
松
大
介（
美
土

里
第
３
分
団
団
員
）
小
笠
原
諭（
美
土
里
第
３
分
団

団
員
）
佐
伯
隆
昭（
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）
富
士

原
英
基（
甲
田
第
１
分
団
団
員
）
沖
田
伸
二（
甲
田

第
６
分
団
団
員
）
金
川
佳
寛（
向
原
機
動
隊
団
員
）

山
口
壮
太（
向
原
第
１
分
団
団
員
）
己
斐
清
文（
向

原
第
１
分
団
団
員
）
舩
川
順
司（
向
原
第
１
分
団
団
員
）

岩
崎
開（
向
原
第
２
分
団
団
員
）
檜
山
貴
治（
向
原

第
２
分
団
団
員
）
田
川
和
志（
元
甲
田
第
２
分
団
団
員
）

増
元
寛
之（
元
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）

表
彰
受
章
者
の
披
露

【
日
本
消
防
協
会
表
彰
】（
平
成
１６
年
２
月
１３
日
受
章
）

功
績
章�

　

上
本
昭
二（
本
部
副
団
長
）

精
績
章�

　

森
末
信
好（
元
本
部
分
団
長
）

３０
年
以
上
勤
続
章�

金
山
幸
治（
本
部
副
団
長
）
上
田
照
明（
本
部
副

団
長
）
樋
野
村
勉（
甲
田
第
３
分
団
分
団
長
）
光
広

一
彦（
元
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
塚
本
信
明（
元
高

宮
第
３
分
団
団
員
）
谷
崎
省
悟（
元
高
宮
第
６
分
団

分
団
長
）
吉
原
克
比
古（
元
甲
田
町
消
防
団
機
動
隊

分
団
長
）
清
水
盤（
元
高
宮
町
消
防
団
機
動
隊
分
団
長
）

箕
岡
稔（
元
向
原
町
消
防
団
本
部
分
団
長
）
古
門

正
文（
元
向
原
町
消
防
団
第
１
分
団
分
団
長
）
竹
村

裕
治（
元
向
原
町
消
防
団
第
３
分
団
副
分
団
長
）

【
広
島
県
知
事
表
彰
】（
平
成
１６
年
１１
月
１０
日
受
章
）

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

上
田
照
明（
本
部
副
団
長
）
樋
野
村
勉（
甲
田
第

３
分
団
分
団
長
）
三
上
信
行（
向
原
第
３
分
団
部
長
）

谷
崎
省
悟（
元
高
宮
第
６
分
団
分
団
長
）
光
広
一

彦（
元
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
塚
本
信
明（
元
高
宮

第
３
分
団
団
員
）

感
謝
状
贈
呈

【
団
長
感
謝
状
】（
平
成
１７
年
１
月
１
日
受
章
）

時
本
眞
吾（
本
部
副
団
長
）
森
末
信
好（
本
部
分

団
長
）
谷
崎
省
悟（
高
宮
第
６
分
団
分
団
長
）
浅
枝

勝
登（
八
千
代
第
４
分
団
分
団
長
）
田
中
栄
一（
吉

田
第
７
分
団
副
分
団
長
）
太
田
敏
之（
高
宮
第
４
分

団
部
長
）
師
岡
邦
佳（
美
土
里
第
２
分
団
班
長
）
新

村
強（
甲
田
第
５
分
団
班
長
）
深
井
浩
司（
甲
田
第

１
分
団
班
長
）
森
田
義
明（
吉
田
第
３
分
団
団
員
）

光
広
一
彦（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
塚
本
信
明（
高

宮
第
３
分
団
団
員
）
川
野
忠
恭（
八
千
代
第
４
分
団

団
員
）
岡
田
茂
樹（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
惠
川
孝（
向

原
第
１
分
団
団
員
）
井
本
正
輝（
吉
田
第
７
分
団
団
員
）

島
田
満（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）
向
井
敏
典（
八
千

代
第
１
分
団
団
員
）
近
永
義
和（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）

朝
原
一
満（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
寺
田
誠
司（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
滝
本
幸
男（
甲
田
第
２
分
団

団
員
）
国
本
康
一（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
新
田
洋

志（
向
原
第
３
分
団
団
員
）
橋
本
健
二（
吉
田
第
８

分
団
団
員
）
田
川
和
志（
甲
田
第
２
分
団
団
員
）
増

元
寛
之（
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）

消防団員による一斉放水を行った。

現在安芸高田市消防団は３７分団で、

吉田９分団１７６名、八千代４分団

９６名、美土里４分団１５０名、高宮

７分団１５６名、甲田８分団１４２名、

向原５分団１２１名の総勢８４１名に

より市民の安全な生活を守っている。

消防団の機動力
■吉　田　指 揮 車0１台
　　　　　積 載 車１０台

■八千代　ポンプ車0１台
　　　　　積 載 車0５台

■美土里　指 揮 車0２台
　　　　　積 載 車１９台
　　　　　水 槽 車0２台

■高　宮　ポンプ車0１台
　　　　　積 載 車１８台

■甲　田　指 揮 車0２台
　　　　　ポンプ車0２台
　　　　　積 載 車0６台

■向　原　指 揮 車0１台
　　　　　ポンプ車0２台
　　　　　積 載 車0５台

安芸高田市消防出初式
平成１７年　合併記念
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
利
用
を

　

３
月
５
日（
土
）吉
田
温
水
プ
ー
ル
の
落
成

式
が
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ
吉
田
温
水
プ
ー

ル
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
式

の
中
で
児
玉
市
長
は
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
こ
の
プ
ー
ル
で
、
体
力
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
プ
ー
ル
に
来
た
人
の
感
想

【
小
学
生
】

▼
小
学
校
の
プ
ー
ル
よ
り
深
か
っ
た
。

▼
部
屋
の
中
も
温
か
く
、体
が
動
き
や
す
か
っ
た
。

▼
だ
れ
も
入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
入
っ
て
緊
張

し
た
。

▼
ど
ん
な
プ
ー
ル
か
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
た
。

▼
屋
内
プ
ー
ル
の
せ
い
か
、
２５
メ
ー
ト
ル
が
長
く

感
じ
た
。

【
小
学
校
の
保
護
者
】

▼
ガ
ラ
ス
張
り
で
明
る
く
て
、見
や
す
い
な
と
思

っ
た
。

▼
歩
行
用
プ
ー
ル
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
、利
用
し
た
い
。

▼
こ
こ
へ
の
交
通
手
段
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

自
分
た
ち
は
自
家
用
車
で
来
れ
る
け
ど
、子
ど

も
た
ち
や
お
年
寄
り
は
来
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。

▼
い
ろ
い
ろ
な
教
室
が
あ
れ
ば
、利
用
頻
度
が
高

ま
る
と
思
う
。自
分
も
個
人
で
来
よ
う
と
思
っ

た
ら
な
か
な
か
腰
が
重
い
け
ど
、水
泳
教
室
に

入
り
、水
泳
を
習
う
こ
と
に
す
れ
ば
行
き
や
す

い
と
思
う
。

安芸高田市

吉田温水プール完成

１．プールの使い初めは、元オリンピック選手２名の泳ぎから

始まった。続いて世界選手権大会出場者の模範泳法と続き、

最後に国体にも出場した沼田高校の水泳部員が水泳披露を

行った。

２．この日、市内の１１名の小学生が参加した。使った感想は、「思

ったより深かった」。

３．沼田高校水泳部員が流れるプールを体験する。

４．テープカットが行われた。地元の小学４年生、藤保君も加

わった。

５．沼田高校水泳部員に泳ぎを教えてもらう小学生。教えても

らったとおりやると早く泳げた気がしたという。

６．ジャグジーに入って、疲れを癒やす。

１○１○

２○２○

３○３○

４○４○

５○５○

６○６○
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学校の安全・自分の安全

第 9 話

学
校
の
安
全
・
自
分
の
安
全

　

自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
い
く
つ
も
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
地
震
や
津
波
、
大
雨
な
ど
の
自
然
か
ら

の
危
険
。
ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
車
や
電
車
か
ら
の

危
険
。
他
に
も
多
く
の
危
険
が
あ
る
中
、
人
か
ら
傷

つ
け
ら
れ
る
危
険
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
学
校
を
舞
台
に
し
た
事
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
卒
業
生
が
刃
物
を
持
っ
て
小
学
校
へ
入
り
、

先
生
を
傷
つ
け
た
と
い
う
事
件
の
こ
と
は
み
ん
な
も

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

事
件
が
自
分
の
学
校
で

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・

　

安
芸
高
田
市
内
の
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
学
校
に

あ
や
し
い
人
が
入
っ
て
き
た
こ
と
を
予
想
し
て
、
子

ど
も
た
ち
を
守
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。「
さ
す
ま
た
」

と
い
う
道
具
を
使
っ
て
の
訓
練
で
し
た
。
先
生
た
ち

は
警
察
官
か
ら
さ
す
ま
た
の
使
い
方
を
習
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
に
１
本
の
さ
す
ま
た
が
置
か
れ
ま
し
た
。

さ
す
ま
た
は
す
べ
て
の
危
険
を
防
ぐ
道
具
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
た
ち
は
さ
す
ま
た
を
見
て
は
「
い
つ

で
も
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
子
ど
も
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
本
当

の
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
こ
う
と
約
束
し
あ
い
ま
し
た
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
と

悪
い
大
人
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
こ
と

　

学
校
を
一
歩
出
る
と
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
を
守
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
家
族
の
人
や
学
校
の
先
生
と
い
ろ
い

ろ
交
わ
し
て
い
る
約
束
が
あ
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、

出
か
け
る
時
は
、
行
き
先
を
つ
げ
る
、
一
人
で
夜
暗
く

な
っ
て
か
ら
外
を
出
歩
か
な
い
、
自
転
車
に
乗
る
時
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
な
ど
で
す
。
こ
う
い
っ
た
約
束

を
守
る
こ
と
で
事
故
や
事
件
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

最
近
は
家
に
変
な
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
家
族
の
人
に
す
ぐ
か
わ
り

ま
し
ょ
う
。
一
人
の
時
は
電
話
を
切
っ
て
あ
と
で
家
族

の
人
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
分
の
周
り
に
は
守
っ
て
く
れ
る
大
人
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
悪
い
こ

と
を
考
え
る
大
人
は
本
当
に
ご
く
一
部
で
す
。
多
く
の

大
人
は
良
い
人
で
す
。
も
し
も
学
校
へ
行
き
帰
り
の
時

や
遊
ん
で
い
る
時
、
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、

近
く
に
い
る
人
へ
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
助

け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
こ
に
か
け
こ
み
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
は
、
み
ん
な
が
こ
わ
い
目
や
危
な

い
目
、
ま
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
助
け
る
た
め

に
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
庁「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」（
学
校
公
演
）

　

刈
田
小
学
校
に
、
児
童
劇
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
天
満

の
と
ら
や
ん
」
と
い
う
劇
で
し
た
。
主
人
公
の
と
ら
や
ん
が

家
で
う
な
ぎ
を
さ
ば
こ
う
と
思
っ
た
ら
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
う
な
ぎ
を
追
い
か
け
る
旅
が
始
ま
り
ま
す
。
畑
へ
、
か

さ
屋
へ
、
雲
の
上
の
か
み
な
り
の
と
こ
ろ
へ
、
海
の
底
の
竜

宮
城
へ
、
そ
し
て
最
後
に
陸
へ
戻
っ
て
う
な
ぎ
を
見
つ
け
た

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。
旅
先
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出

会
い
、
仲
良
く
な
っ
て
い
く
主
人
公
で
す
。

　

人
間
味
あ
ふ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
語
り
口
、
そ
れ
を
支
え

る
和
楽
器
に
、
子
ど
も
た
ち
は
劇
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
あ
る
場
面
し
か
見
え
な
い
け
れ
ど
、

生
は
全
部
が
見
え
る
。
生
は
す
べ
て
が
同
時
に
動
く
。
テ
レ

ビ
だ
と
分
か
ら
な
い
本
物
の
声
の
大
き
さ
。
役
者
さ
ん
た
ち

の
目
の
輝
き
や
息
の
ぬ
く
も
り
、
体
中
で
表
現
す
る
す
ご
さ

な
ど
を
間
近
で
感
じ
ま
し
た
。「
場
面
が
変
わ
る
と
こ
ろ
が

本
み
た
い
だ
っ
た
」
と
舞
台
演
出
に
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も

も
い
ま
し
た
。

児
童
全
員
が
劇
の
中
に
参
加

　

こ
の
劇
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
場
面
が
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
竜
宮
城
の
場
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
画

用
紙
に
エ
ビ
や
、
魚
や
、
海
草
な
ど
を
書
い
た
も
の
を
掲
げ
て
、

み
ん
な
で
海
の
中
の
よ
う
す
を
作
り
ま
し
た
。
主
人
公
が
子

ど
も
た
ち
の
方
を
見
な
が
ら
、「
あ
っ
、
エ
ビ
が
い
る
ね
」

と
の
や
り
と
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
生
は
舞
台
の
上
で
共
演
し
ま
し
た
。
共
演
に

向
け
、
少
し
前
に
４
年
生
は
、
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
に
演
技
を

教
え
て
も
ら
う
時
間
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は

姿
勢
、
発
声
、
リ
ズ
ム
の
と
り
方
、
動
き
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
本
番
で
は
動
き
と
、
楽
器
と
、
歌
と
を
３
つ

同
時
に
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
日
だ
け
で
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
も
ら
っ
た
練
習
用
の
テ
ー
プ
で
練
習
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
練
習
は
ほ
ぼ
毎
日
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
３
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
は
っ
ぴ
を

着
て
、
楽
器
を
持
っ
て
、
８
名
が
そ
れ
ぞ
れ
お
囃
子
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
４
年
生
か

ら
は
、
ま
ず
は
み
ん
な
「
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
、「
声
は
姿
勢
を
よ
く
し
て
、
お
腹
か
ら
頭
を
つ
き
ぬ

け
る
よ
う
、
目
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
見
て
あ
ご
を
引
い
て
声

を
出
す
よ
う
に
と
教
え
て
も
ら
っ
た
」、「
自
分
の
出
番
が
い

つ
く
る
の
か
な
と
心
配
だ
っ
た
」、「
ば
っ
ち
り
で
き
た
と
ほ

め
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
感
想

が
聞
け
ま
し
た
。

動
き
の
あ
る
本
物
に
ふ
れ
あ
え
る
機
会

　

佐
藤
克
子
校
長
は
、「
絵
画
な
ど
は
本
物
に
出
会
う
機
会

が
身
近
に
あ
り
ま
す
が
、
音
楽
や
劇
な
ど
に
出
会
う
機
会
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
共
演
や
会
場
全
員
の
参
加
で
、
大
き

な
感
動
と
喜
び
を
い
た
だ
き
、
楽
し
さ
も
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
事
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
こ
の
事
業
が
行
え
た
こ

と
を
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

本
物
の
舞
台
と
ふ
れ
あ
う

―
刈
田
小
学
校
―

本
物
の
舞
台
と
ふ
れ
あ
う

―
刈
田
小
学
校
―

こども広報

あきたかたっこあきたかたっこ

劇団のメンバーと同じ舞台に立った刈田小学校４年生のみんな。
一緒にがんばった記念にメンバーのサインをもらった。

お祭り好きな４年生。
メンバーとの共演に喜んでノリノリでやっていった。
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宮原　義幸　さん

写真やコンピューターで処理

している画像は、あまりにも

色が出すぎていたり、きれい

に写りすぎたりしていて、イ

メージが先行しすぎてしまう

のではないかと感じている。

印刷物は紙とインクで作られ

ているもの。現実を伝えたい。

体
験
で
き
る
最
高
の
自
然
現
象
、

皆
既
日
食

　
「
皆
既
日
食
。
月
に
太
陽
が
隠
れ
る
。

半
分
く
ら
い
か
く
れ
る
と
、
空
も
青
が
消

え
て
灰
色
に
暗
く
な
る
。
ど
ん
ど
ん
寒
く

な
っ
て
く
る
。
恐
怖
を
感
じ
、
体
が
震
え

て
く
る
。
３０
秒
く
ら
い
前
、
太
陽
の
周
り

に
コ
ロ
ナ
が
う
っ
す
ら
と
見
え
て
き
た
。

昼
な
の
に
明
る
い
星
が
見
え
て
く
る
。
月

の
谷
の
部
分
か
ら
キ
ラ
ッ
と
輝
く
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
が
見
え
る
。
い
よ
い
よ

皆
既
に
入
る
。」
向
原
町
の
宮
原
義
幸
さ

ん
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
見
た
皆
既
日
食

の
時
の
こ
と
を
、
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
で
見
た
皆
既
日
食
に
み
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。「
一
度
生
で

見
て
み
た
い
…
」
人
が
体
験
で
き
る
自
然

現
象
の
中
で
最
高
の
も
の
だ
と
も
言
わ

れ
る
皆
既
日
食
。
そ
の
光
景
を
体
験
し
た

ら
、
言
葉
が
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
皆

既
日
食
に
つ
い
て
は
頭
で
は
理
解
し
て

い
て
も
鳥
肌
が
立
ち
、
そ
れ
ま
で
の
人
生

の
中
で
一
番
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
ま

し
た
。

手
づ
く
り
の
天
体
望
遠
鏡

　

宮
原
さ
ん
が
天
体
に
興
味
を
持
ち
は

じ
め
た
の
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
。
中
学
生

の
こ
ろ
か
ら
は
、
天
体
望
遠
鏡
が
ほ
し
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に

本
物
の
望
遠
鏡
を
買
う
お
金
は
中
学
生

に
は
な
く
、
買
え
な
い
の
な
ら
自
分
で
つ

く
っ
て
み
よ
う
と
、
望
遠
鏡
づ
く
り
を
は

じ
め
ま
す
。

　

天
文
関
係
の
本
に
望
遠
鏡
の
作
り
方

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
素

材
も
工
夫
し
て
作
っ
て
い
き
ま
す
。
筒
の

部
分
は
厚
紙
や
パ
イ
プ
、
木
、
鉄
板
と
、

だ
ん
だ
ん
と
良
い
望
遠
鏡
を
作
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。「
望

遠
鏡
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て

い
た
時
期
も
あ
っ
た
」
と
い
う
宮
原
さ
ん
。

レ
ン
ズ
も
自
分
で
ガ
ラ
ス
を
磨
い
て
作

っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
ら
何
ま
で
手
づ
く

り
で
し
た
。

気
軽
な
天
体
同
好
会
が
あ
れ
ば
…

　
「
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
に

星
を
見
せ
て
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

宮
原
さ
ん
。
生
で
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
そ
う
で
す
。「
星
は
、

は
じ
め
て
見
る
人
に
は
見
え
に
く
い
こ

と
が
多
い
で
す
。
特
に
星
雲
な
ど
は
見
え

に
く
い
。
ま
ず
は
の
ぞ
く
穴
に
目
を
あ
わ

せ
ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
星
は
知
識
を

持
つ
こ
と
で
、
よ
り
美
し
く
見
え
ま
す
」

自
分
で
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
観
測
会

を
行
っ
て
も
、
４
、
５
人
が
限
度
だ
ろ
う

と
い
い
ま
す
。
も
う
少
し
人
数
が
増
え
る

と
見
き
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
安
芸
高

田
に
気
楽
な
同
好
会
み
た
い
な
会
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ

て
ワ
イ
ワ
イ
と
言
い
な
が
ら
望
遠
鏡
を

の
ぞ
い
た
り
、
子
ど
も
を
集
め
て
観
測
す

る
と
き
に
協
力
体
制
が
取
り
合
え
た
り
。

い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人
と
天
体
を
通
じ

て
の
交
流
が
で
き
た
ら
と
感
じ
て
い
ま
す
。

輝く輝く人人
　「写真は得意ではないんだけど」と笑いながら見せてくれ

た宮原さんが撮影した写真。○１ヘールポップ彗星○２オリオン

星雲○３シューメーカー・レビー彗星が衝突した時の木星。木

星の上部分に黒い点が、その衝突によるもの。

　皆既日食は、日本でも２００９年に奄美大島と屋久島の間で

見えるそうだ。

広島県西部地区里親会／広島県（広島市を除く）には３つの里

親会がある。福山市周辺で形成された東部地区里親会、三次市

庄原市周辺で形成される北備地区里親会、そして呉、東広島、安

芸高田、廿日市、大竹などで形成されているのが西部地区里親会。

児童相談所などと連携をとりながら里子の受入れを調整したり、

親同士のネットワークを強めて悩みを相談したりする会です。

村本　二三　さん

「最近は、道路やペットなどの

里親制度は会員が増えている

と聞きます。しかし、人間の

里親はなり手がいない。人間

が一番のはずなのに。」と考え

ることがあるそうです。

里
親
を
ご
存
知
で
す
か
？

天
体
の
同
好
会
み
た
い
な
会
が
あ
れ
ば
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
わ
が
国
は
経
済
大
国
へ
と
成
長
し
、私

た
ち
の
生
活
も
あ
る
意
味
豊
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
施
設
に
は
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。家
庭

で
は
ミ
ル
ク
を
与
え
る
時
ぐ
ら
い
は
ゆ
っ

た
り
と
、子
ど
も
の
目
を
見
な
が
ら
語
り
か

け
な
が
ら
接
す
る
と
思
い
ま
す
が
、施
設
で

は
ミ
ル
ク
を
与
え
る
間
も
、他
の
子
に
目
を

向
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。（
中
略
）

　

里
親
の
仕
事
は
、人
生
に
リ
ズ
ム
感
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。ま
た
子
ど
も
が
い
る
こ
と

に
よ
り
、ふ
だ
ん
接
し
な
い
社
会
に
目
を
向

け
る
場
を
与
え
て
く
れ
、視
野
が
広
が
り
ま

す
。も
ち
ろ
ん『
そ
ん
な
余
裕
が
な
い
』、『
年

寄
り
が
い
る
』、『
我
が
子
が
い
る
』、『
病
人

が
い
る
』、と
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、子
ど
も
は
そ
う
い
う
家
庭
の
中
で
育
ち

た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

　

こ
の
安
芸
高
田
市
が
た
く
さ
ん
の
里
親

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。」

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、西
部
地
区
里
親
会

に
所
属
し
て
い
る
村
本
さ
ん
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。村
本
さ
ん
の
子
ど
も
が
高
校
時

代
、ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
の
交
流
を
行
っ
た
時
、子
ど
も
を
受
け

入
れ
る
こ
と
の
喜
び
を
知
り
、そ
の
後
も
何

か
自
分
た
ち
で
取
り
組
め
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
探
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
里

親
の
こ
と
を
知
り
、子
ど
も
の
就
職
で
夫
婦

２
人
に
な
る
こ
と
も
き
っ
か
け
に
、本
格
的

に
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

短
期
の
里
親
で
も

　

基
本
的
に
里
親
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

里
親
に
は
、家
族
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
子

ど
も
を
見
ら
れ
な
い
期
間
や
、お
盆
と
お
正

月
な
ど
の
短
期
間
に
受
け
入
れ
る
短
期
里

親
、家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を
長
期
に

わ
た
っ
て
療
育
す
る
療
育
里
親
、虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
を
預
か
る
専
門
里
親
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

以
前
に
施
設
に
１
週
間
研
修
に
行
っ
た

時
、感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。現
在
施

設
に
預
け
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、の
ぞ
ま

れ
ず
に
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。親
は
い
る
の
で
す
。か
わ
い
い
名

前
を
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、親
た

ち
は
面
会
に
来
て
も
抱
い
て
ど
う
こ
う
し

よ
う
と
は
し
な
い
。少
し
あ
や
し
て
そ
れ
で

お
し
ま
い
。そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
施
設
に

は
い
る
の
で
す
。

　
「
我
が
子
が
一
人
増
え
た
と
思
え
ば
」と

い
う
勇
気
が
必
要
で
し
ょ
う
。「
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
」と
い
う
不
安
も
あ
る
で

し
ょ
う
。「
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
は
…
」と
い

う
気
持
ち
、人
か
ら「
よ
う
見
て
よ
」と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も「
最

初
は
里
親
会
の
賛
助
会
員
へ
登
録
し
て
も

ら
っ
て
、な
れ
て
き
た
ら
短
期
里
親
へ
と
な

っ
て
も
ら
え
た
ら
」と
望
む
村
本
さ
ん
。愛

情
さ
え
あ
れ
ば
い
か
な
る
家
庭
で
も
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今、県内の施設に入っている児童
約１,８５０人

西部地区里親会の会員
３２人

西部地区里親会で療育されている里子　
１０人

３○３○

２○２○

１○１○



ホット
な

話  題

　芸術による感性の育成と地域交流を目的として、昨

年秋より安芸高田市内の小・中学生を対象に八千代の

丘美術館が自画像の募集をしたところ、１,８６２点の応

募がありました。

　２月１２日（土）八千代の丘美術館で、優秀賞の授賞式

を開催しました。どの自画像も、しっかり自分と向かい

合い、見つめて描かれた作品ばかりでした。

市内から１８６２点が応募
第２回安芸高田市児童・生徒自画像展

このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を知らせてください。

連絡先　安芸高田市　企画課
　　　　TEL ４２－５６１２
　　　　〒７３１－０５９２　安芸高田市吉田町吉田７９１番地
　　　　Eメール　info@akitakata.jp

　２月１１日、甲田中学校体育館において「第５１回広島県剣

道大会」が開催されました。

　広島県内各地の強豪チーム（１２９団体）が集まり、レベルの

高い熱戦が繰り広げられました。この大会は、指導者をはじ

め後援会・剣道部ＯＢなど関係者の、よりよい大会にしよう

という熱い思いによって支えられ、半世紀を越す歴史ある大

会となっています。その熱意は確実に少年少女の剣士にも伝

わっており、後々まで引き継いでくれることでしょう。

半世紀を越す大会に
第51回広島県甲田剣道大会

　２月２６日（土）と２７日（日）広島市のグリーンアリーナでフー

ドフェスタが開催されました。安芸高田市内から２６の団体が出

店しました。体育館内には野菜や花といった新鮮な産物から、

豆腐やみそ、しょうゆや焼肉のたれといった加工品、屋外では

ヤマメの塩焼きや特製うどんなどの販売がおこなわれました。

　合併してはじめて参加となり、これまでは６つの町の垣根が

この販売所にもありましたが、その垣根も取り払われていました。

安芸高田市の青いそろいのはっぴを着て、応援し合いながら、

それぞれの商品を販売していました。

販売所の垣根も取り払われた
安芸高田市としてフードフェスタに参加

特老や環境問題などへ熱心な質問が
はじめての団体懇談会が向原で開催

13

M K

12

　２月２０日（日）八千代文化施設フォルテで、「八千代の文

化祭」が開催されました。公民館教室で学んでいる生徒

さんたちの日ごろの活動の発表と、八千代郷土芸能保存

会の皆さんによる、神楽、田楽、民謡や、八千代中学校生

徒さんによるコーラスなど多彩な催し物がありました。

　当日は、４００人余りの人が来場し、出演者に対して盛

んに拍手をおくっていました。

日ごろの練習の成果を披露
2 年に一度の八千代の文化祭

　３月５日（土）第１９回吉田文化講演会実行委員会主催、

安芸高田市、安芸高田市教育委員会、中国新聞社後援の

文化講演会が、吉田公民館で、落語家三笑亭夢之助さん

を招いて開催されました。「人生は楽しく面白く」の演

題で約１時間３０分、本当に面白おかしく手振り身振り

で観客を笑わせていました。来場者は約２００名で、皆さ

ん満足したお顔で会場を後にしました。

吉田地区コミュニティ推進協議会レポーター檜山義夫

人生は楽しく面白く
第 19 回吉田文化講演会

　３月１日（火）来原小学校の５・６年生２１名が卒業記念茶道教室を

行いました。この日の先生は、来原地域の佐々木キミヱさん。児童

たちはお茶の作法から、「座ぶとんには後ろから入ってね」や「あい

さつは目と目を見て行わないといけないですよ」と日ごろの生活で

も必要なことを教わりました。

　佐々木さんは、児童たちに「はじめてお茶を味わった人も多かっ

たけれど、皆さん上手でしたよ。茶道には大人になっても大切なこ

とが多くあります。日々の生活でも守って、まっすぐな、この地域

を盛り上げるような大人になってくださいね」と気持ちを伝えました。

茶道から多くのことを学ぶ
来原小学校卒業記念茶道教室

　団体としてはじめての懇談会の申込みとなった、向原

女性会・向原白ばら会・向原生活学校との団体懇談会が

２月２８日（月）向原公民館で開催されました。

　行政対話集会と題したこの懇談会では、司会を門橋政

子代表が務められ、現在建設中の特別養護老人ホームの

状況や環境問題などに熱心な質問がありました。また当

日は、広島大学の安藤忠男名誉教授に助言者になってい

ただき、懇談会の最後に、「女性が地域を動かすくらいの

力をつけてほしい」とエールを送っていただきました。

大　賞
藤原　諒太さん
（甲立小６年）

大　賞
延近　亜希子さん
（向原中３年）
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安
芸
高
田

　
消
防

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物

を
一
定
数
量
以
上
貯
蔵
・
取
り
扱
う

場
合
は
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■�

と
き　

６
月
１９
日（
日
）

　
（
広
島
市
、
三
次
市
の
場
合
）

■
願
書
受
付
期
間

　

４
月
１３
日（
水
）〜
２６
日（
火
）

※
願
書
は
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
や

　

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
防
災
課
予

　

防
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
救
命
士
の

病
院
実
習
に
ご
協
力
を

　

気
道
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
に

気
管
挿
管
（
気
管
内
に
チ
ュ
ー
ブ
を

通
す
方
法
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
医
師
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
１６
年
７
月
か

ら
、
定
め
ら
れ
た
講
習
を
受
け
た
救

急
救
命
士
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
安
芸
高
田
消
防
署
で
は
気

管
挿
管
が
行
え
る
救
急
救
命
士
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
講
習

の
中
に
は
病
院
で
の
実
習
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
同
意
を
得
て
、
医
師

の
立
会
い
の
下
に
実
際
に
気
管
へ
チ

ュ
ー
ブ
を
入
れ
る
実
習
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
病
院
で
手
術
な
ど
を
受

け
る
際
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
実
習

の
お
願
い
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
管
挿
管
を
行
え
る
救
急
救
命
士
が

増
え
る
こ
と
は
、
救
え
る
命
が
増
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

消
防
訓
練
を
実
施

　

毎
年
１
月
２６
日
は
奈
良
の
法
隆
寺

金
堂
の
国
宝
、
十
二
面
壁
画
が
焼
失

し
た
こ
と
を
期
に
文
化
財
防
火
デ
ー

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
平
成
１７
年
１
月

２３
日（
日
）甲
田
町
高
田
原
の
高
林
坊

で
、
安
芸
高
田
消
防
署
、
安
芸
高
田

市
消
防
団
甲
田
機
動
隊
、
甲
田
第
５

分
団
そ
し
て
高
林
坊
関
係
者
に
よ
り

消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
林
坊
は
五
龍
城
の
主
、
宍
戸
氏

ゆ
か
り
の
寺
で
、
梵
鐘
は
五
龍
城
の

陣
鐘
で
宍
戸
氏
防
長
移
封
の
時
、
高

林
坊
へ
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

広
島
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
文
化
財
を
含
め

市
民
の
皆
様
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
一
人
一
人

が
火
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

広
島
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会

■
と
き　

４
月
１３
日（
水
）

午
前
１０
時
５０
分
〜

■
と
こ
ろ
　

美
土
里
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

広
島
県
下
１８
消
防
本
部
の
代
表
者

が
一
同
に
会
し
、
消
防
に
関
す
る
自

ら
が
体
験
し
た
事
例
を
も
と
に
意
見

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
安
芸
高

田
市
消
防
本
部
か
ら
も
２
名
の
職
員

が
出
場
し
ま
す
。

　

消
防
に
助
け
を
求
め
る
人
た
ち
の

本
当
の
思
い
を
感
じ
、
い
か
に
活
動

に
生
か
し
て
い
く
の
か
、
消
防
へ
の

熱
き
思
い
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/

平
成
１７
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
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レポート
振 興 会

レポート
振 興 会

３２の地域振興組織の取り組みを

紹介するコーナーです。

　

２
月
２０
日
（
日
）
川
根
小
学
校
で
せ
い
り

ゅ
う
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。「
伝
え
よ

う　

育
て
よ
う　

地
域
の
文
化
」
が
合
言

葉
の
、
川
根
の
年
に
一
度
の
発
表
会
で
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
舞
台
の
上

に
立
つ
こ
と
が
得
意
な
人
、
小
道
具
を
作

る
こ
と
が
得
意
な
人
な
ど
得
意
分
野
の
発

揮
や
、
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
地
域
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
大

き
な
目
的
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
世
代
間

の
交
流
や
、
来
場
者
と
の
交
流
な
ど
の
楽

し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
他
地
域
と
の
交

流
も
あ
り
ま
し
た
。
船
佐
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
「
ふ
な
さ
っ
こ
太
鼓
」
を
発
表
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
保

護
者
も
多
く
訪
れ
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

保
育
園
と
老
人
会
、
小

学
生
た
ち
、
教
職
員
、
民

踊
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
発
表
、

子
ど
も
神
楽
、
各
地
域
の

発
表
と
続
き
ま
し
た
。
各

地
域
の
発
表
は
、
上
・
中
・
下
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
が
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
正
月
明
け
か
ら
こ
の
日
に
向
け
て
練

習
を
重
ね
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
舞
台
が
続

い
て
い
き
ま
し
た
。「
あ
れ
は
、
だ
れ
か
ね
ぇ
」

会
場
か
ら
は
着
物
を
着
て
化
粧
を
し
て
、

熱
演
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
演
者
に
対
し
て
多

く
の
声
援
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

川
根
せ
い
り
ゅ
う
ま
つ
り

川
根
せ
い
り
ゅ
う
ま
つ
り

　

２
月
２６
日（
土
）午
後
１
時
３０
分
か
ら
山

手
・
円
浄
寺
で
、
可
愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
自
治
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

外
は
雪
の
舞
う
悪
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
行

政
側
か
ら
は
児
玉
市
長
ほ
か
関
係
す
る
部

課
長
な
ど
約
１０
名
が
出
席
さ
れ
、
可
愛
地

区
の
皆
さ
ん
も
約
８０
名
が
集
ま
り
、
総
勢

９０
名
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
は
当
協
議
会
新
川
辰
二
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
児
玉
市
長
の
市
制
へ

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
話
を
聞
い
た
後
、

あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て
い
た
可
愛
地
区
の

悩
み
や
要
望
を
聞
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

市
長
を
中
心
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
質
疑
事
項
が
多
く
、
予
定
時
間

を
延
長
し
て
頂
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
と
い
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し

た
が
、
可
愛
地
区
の
問
題
に
熱
心
に
質
問

さ
れ
る
皆
さ
ん
と
、
こ
れ
に
対
し
て
丁
寧

に
答
え
て
く
だ
さ
る
市
長
さ
ん
や
市
担
当

職
員
の
方
々
と
の
対
話
の
中
で
懇
談
会
は

進
み
、
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

自
治
懇
談
会

自
治
懇
談
会

レポート８

川根振興協議会
レポーター

藤本　悦志

レポート９

可愛地区コミュニティ推進協議会
レポーター

末長　量平
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安
芸
高
田
市
で
は
、
老
人
保
健
受

給
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
疾
病
統
計
を
行

っ
て
い
ま
す
。
あ
る
月
の
１
ヵ
月
の

内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
体
的
に
老
人
保
健
は
も
と
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
、

医
療
費
な
ど
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
行

っ
て
診
て
も
ら
っ
た
り
、
安
芸
高
田

市
が
行
う
総
合
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
を
受
け
た
り
し
て
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
常
日
頃
食
事
な
ど
健
康
管

理
に
気
を
つ
け
、
長
続
き
が
で
き
る

散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　

運
転
免
許
証
な
ど
で
相
手
方
を
確

認
し
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
故
で
も
警

察
に
届
出
し
、
軽
い
ケ
ガ
で
も
病
院

で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
老
人
保
健
受
給
者
は
、

市
役
所
や
各
支
所
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
で
な
い
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
険
者
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

疾病統計を参考に
健康な体づくりを

医療費は年々増加 市
民
に
身
近
な
行
政
は
、
最
も
身
近
な
市
役
所
で

広
島
県
の
事
務
・
権
限
の
一
部
を

安
芸
高
田
市
が
担
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
地
方
分
権
の
進

展
や
、
県
の
事
務
・
権
限
移
譲
に
よ
り
、

地
方
自
治
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
県
の
事
務
・
権
限
・
財
源
の
移
譲

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き

た
仕
事
の
う
ち
、
市
民
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
も
の
は
、
市
が
行
う
こ
と

と
な
り
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
よ
り
、
住

民
の
思
い
に
そ
え
る
事
務
・
事
業
の

展
開
を
め
ざ
す
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

地
方
分
権
推
進
の
背
景

　

我
が
国
の
、
国
際
的
地
位
や
、
役

割
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
外
交
、

安
全
、
経
済
摩
擦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
国
の
も
つ
役
割
は
、
そ
の
重
要

性
を
急
速
に
増
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
権
限
、
財
源
、
人
間
、
情

報
を
中
央
に
過
度
に
集
中
さ
せ
る
こ

れ
ま
で
の
中
央
主
導
の
画
一
行
政
で
は
、

全
国
画
一
の
統
一
性
と
公
平
性
が
確

保
さ
れ
る
反
面
、
地
域
的
な
諸
条
件

の
多
様
性
や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

適
格
に
対
応
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

国
の
責
任
で
行
う
事
務
、
県
の
責

任
で
広
域
的
に
行
う
事
務
、
市
町
村

の
責
任
で
地
域
の
実
態
を
考
え
て
進

め
る
事
務
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要

性
が
あ
り
、
国
・
地
方
の
役
割
分
担

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
受
け
皿
と
な
る
市
町

村
は
、「
弱
体
で
あ
る
」「
分
権
を
受

け
る
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
合
併

や
人
材
育
成
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
組
織
力
・
財
政
力
な
ど
基

盤
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
と

　

市
民
の
自
主
性
・
主
体
性
に
よ
り
、

市
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
仕
事

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。　

　

国
、
県
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割

と
責
任
の
範
囲
が
明
確
と
な
り
、
責

任
逃
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

国
の
画
一
的
な
基
準
や
省
庁
ご
と

の
「
た
て
割
り
行
政
」
に
し
ば
ら
れ
ず
、

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た

個
性
的
で
多
様
な
行
政
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

国
や
県
に
対
す
る
手
続
き
、
関
与

な
ど
が
必
要
最
小
限
の
も
の
と
な
り
、

労
力
・
経
費
な
ど
が
節
減
さ
れ
る
と

と
も
に
、
住
民
に
と
っ
て
も
事
務
処

理
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
へ
の
移
譲

　

平
成
１７
年
度
４
月
か
ら
県
の
事
務

の
一
部
を
、
安
芸
高
田
市
が
行
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
に
移
譲
さ
れ
る
事
務

■
県
道
（
国
道
に
準
ず
る
も
の
を
除
く
）

に
係
る
維
持
修
繕

■
県
道
に
係
る
単
県
道
路
改
良
事
業

■
用
地
買
収
・
補
償
等

担
当
部
局
は
、
建
設
部
建
設
課
で
す
。

℡
４７
│
１
２
０
１

　

そ
の
ほ
か
の
事
務
・
権
限
も
、
平

成
１７
年
度
で
そ
の
調
整
を
行
い
、
平

成
１８
年
度
以
降
、
可
能
な
も
の
か
ら

順
次
受
け
入
れ
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

あきたかたトピックスあきたかたトピックス

地方分権社会

市民と行政の協働のまちづくり

分権型社会システム

実現

市民ニーズの変化

画一的

物の豊かさ

多様化

心の豊かさ

国・地方の
関係が変わる

行政が変わる
地方公共団体が

変わる

対等・協力 地域の実情に
応じた多様な行政

市民本意の行政

上下・主従 中央主導の画一行政
中央への依存

国・県の関与による
行政

診療区分別件数及び医療費の構成割合
１ヵ月の受診件数と安芸高田市が医療機関等に支払った医療費です。

主な受診内容と医療費

入院外

調剤

歯科

入院

現金給付（高額医療等）

食事療養費等

合計

10,796 件

4,047 件

789 件

548 件

488 件

12 件

16,680 件

入院

入院外

調剤

食事療養費等

歯科

現金給付（高額医療等）

合計

201,062,377 円

153,675,646 円

49,890,235 円

15,817,570 円

12,819,992 円

3,415,281 円

436,681,101 円

高血圧性疾患

脳血管疾患

消化器系の疾患

新生物

筋骨格系及び結合組織の疾患

呼吸器系の疾患

糖尿病

虚血性心疾患

白内障

その他の疾病

合計

医　療　費　

45,767,270 円

45,706,900 円

42,548,330 円

34,434,660 円

34,279,130 円

27,421,130 円

20,452,710 円

16,677,960 円

9,984,480 円

159,408,531 円

436,681,101 円

受診件数　

2,143 件

546 件

1,494 件

536 件

1,596 件

482 件

584 件

477 件

1,015 件

7,807 件

16,680 件

●
受
診
件
数
の
構
成
割
合

●
受
診
内
容

●
医
療
費
の
構
成
割
合入院外

65％

入院
46％

入院外
35％

調剤
11％調剤

24％

その他の
疾病
37％

高血圧性疾患10％

脳血管疾患10％

消化器系の疾患
10％

新生物8％

筋骨格系及び結合
組織の疾患8％

呼吸器系の
疾患6％

糖尿病5％

白内障2％

虚血性心疾患4％

食事療養費等
0％

現金給付
（高額医療費等）

3％
現金給付

（高額医療費等）
1％

歯科3％

食事療養費等
4％

入院3％

歯科５％

●受診件数

●医療費

　生活の中で最も行いやすい運動が

「歩く」こと。歩数計をつけると、

一日の歩数がわかります。まずは自

分の一日の歩数を知って、少しずつ

増やすように習慣づけましょう。
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○１デオデオアーチェリー部の濱野選手から指導を受けた。濱野選手からは「しっかりと
外で体を動かして遊んでください」というメッセージが子どもたちに贈られた。○２パネ
ルディスカッションでは、久城さんと岩田くんの２人の小学生も参加。○３小学生の児童
も多く参加した。みんな熱心に話を聞く。

２○２○ １○１○３○３○

体力づくり＝運動・がまん・
やりきれる・健康など力づくり

子どもの体力向上タウンミーティング

18

各
種
委
員

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

　

お
い
し
い
野
菜
を
自
分
で
作
っ

て
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
畑
１
区

画（
３０
㎡
）を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

■
農
園
の
場
所　

向
原
町
坂

■
年
会
費

　

１
区
画
１
０，

０
０
０
円

※
農
園
は
全
２５
区
画
あ
り
ま
す
。

※
農
具（
く
わ
、
か
ま
、
ス
コ
ッ
プ
、

一
輪
車
、
管
理
機
他
）
は
貸
し

出
し
ま
す
。

※
管
理
棟
に
は
、
ト
イ
レ
・
シ
ャ

ワ
ー
・
休
憩
室
が
あ
り
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
と
き　

４
月
３
日（
日
）

午
前
１０
時
〜

■
と
こ
ろ　

八
千
代
文
化
施
設

　

フ
ォ
ル
テ（
八
千
代
町
佐
々
井
）

■
内
容　

市
内
外
の
子
ど
も
神
楽

　

団
５
団
体
に
よ
る
発
表
会

■
入
場　

無
料

催
し
物

第
１７
回　

美
土
里
祭

美
土
里
支
所
地
域
振
興
課

54
・
0
3
1
2

土
師
の
八
千
代
湖

５，
５
０
０
本
の
桜
が
見
ご
ろ

安
芸
高
田
市
ふ
れ
あ
い
農
園

（
尾
原
ふ
れ
あ
い
農
園
）

会
員
募
集
中

桜
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

子
ど
も
神
楽
発
表
会

八
千
代
町
湖
畔
祭
実
行
委
員
会

（
八
千
代
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

52
・
2
8
4
1

■
と
き　

４
月
２９
日（
祝
）

　
　
　
　

午
前
１０
時
〜

■
と
こ
ろ　

神
楽
門
前
湯
治
村

　

メ
イ
ン
会
場　

神
楽
ド
ー
ム

■
内
容　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
先

着
２
０
０
名
）
、
美
土
里
芸
能
、

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
、
神
楽
、

記
念
植
樹
、
は
や
し
田
な
ど
。

各
種
産
品
の
販
売
や
バ
ザ
ー
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
運
動
公
園
で
す
。
そ

こ
か
ら
湯
治
村
ま
で
ピ
ス
ト
ン

輸
送
を
行
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
湖
畔
祭
実
行
委
員
会

で
は
夜
桜
も
楽
し
め
る
よ
う
桜
ち

ょ
う
ち
ん
を
設
置
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
お
花
見
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
桜
ち
ょ
う
ち
ん
点
灯　

３
月
２７
日
〜
４
月
１７
日

午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
１０
時

あきたかたトピックス

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

総
務
課

42
・
5
6
1
1

　

平
成
１７
年
４
月
１
日
付
け
で
、

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
１９

年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

■
中
田
俊
三
（
吉
田
町　

再
任
）

連
絡
先　

４２
・
２
７
７
８

■
藤
本
謙
治
（
八
千
代
町　

再
任
）

連
絡
先　

５２
・
２
０
４
８

■
西
村　

司
（
美
土
里
町　

再
任
）

連
絡
先　

５４
・
０
２
１
４

■
田
中
房
人
（
高
宮
町　

再
任
）

連
絡
先　

５７
・
０
６
１
５

■
中
川
敏
明
（
甲
田
町　

再
任
）

連
絡
先　

４５
・
２
７
０
１

■
奥
田
秀
生
（
向
原
町　

新
任
）

連
絡
先　

４６
・
３
２
７
０

※
向
原
町
行
政
相
談
委
員
の
下
間

俊
乗
さ
ん
の
退
任
に
伴
い
、
奥

田
秀
生
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。　
　

■
行
政
相
談
委
員
と
は

　

国
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

役
所
や
公
団
な
ど
の
仕
事
に
対
し

て
住
民
の
意
見

や
要
望
を
伝
え
、

問
題
解
決
を
促

進
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
総

務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

■
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
入
場
料　

無
料

●
末
満　

誠
子　

洋
画
展

　

４
月
１
日（
金
）〜
４
月
11
日（
月
）

●
橋
本　

勇
夫

『
音
』の
美
術
展

　

４
月
15
日（
金
）〜
４
月
25
日（
月
）

八
千
代
の
丘
美
術
館

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代

の
丘
美
術
館

52
・
3
0
5
0

募　

集

　

安
芸
高
田
市
の
１０
年
先
の
姿
を
描
い
た
基
本
構
想
と
、
こ

の
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
こ
れ
か
ら
５
年
間
で
行
う
仕
事

を
ま
と
め
た
基
本
計
画
が
、
こ
の
た
び
総
合
計
画
審
議
会
の

審
議
を
終
え
ま
し
た
。

　

３
月
４
日（
金
）、
総
合
計
画
審
議
会
の
佐
藤
会
長
と
山
岡

副
会
長
は
児
玉
市
長
へ
、
審
議
を
重
ね
た
計
画
書（
案
）を
手

渡
し
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
は
手
渡
す
際
に
、「
委
員
の
み
ん
な

が
積
極
的
に
意
見
を
出
し
合
い
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
結

果
で
す
」
と
市
長
に
伝
え
ま
し
た
。

　

将
来
像
を
「
人　

輝
く
・ 

安
芸
高
田
」〜
住
民
と
行
政
が
奏

で
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し

て
〜
と
し
た
こ
の

計
画
書
は
、
３
月

の
議
会
で
審
議
さ

れ
、
議
決
を
経
て

成
立
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
計
画
の

内
容
は
こ
れ
か
ら

の
広
報
誌
で
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

安
芸
高
田
市
長
期
総
合
計
画

総
合
計
画
審
議
会
の

審
議
を
終
え
、３
月
定
例
会
へ
上
程

　

２
月
２０
日（
日
）、「
子
ど
も
の
体
力
・

運
動
能
力
の
低
下
な
ど
に
よ
る
将
来
の

生
活
習
慣
病
へ
の
危
険
性
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
危
険
性
を
防
止
す
る
た
め
、

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
外
遊
び
や
ス
ポ

ー
ツ
の
重
要
性
や
正
し
い
生
活
習
慣
の

理
解
を
促
進
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
で
初
め
て
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
講
演
で
は
、
早
稲
田
大
学
の

竹
中
教
授
が
、「
身
体
を
動
か
す
こ
と
を

続
け
て
い
く
に
は
、
合
図
と
き
っ
か
け
づ

く
り
を
し
て
自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
。
自

分
に
ご
ほ
う
び
を
あ
げ
る
。
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
生
活
を
見
直
し

て
い
く
。
そ
し
て
何
か
分
か
り
や
す
い
目

標
を
作
る
。」
と
い
っ
た
子
ど
も
の
や
る

気
を
出
す
方
法
や
、
保
護
者
が
子
ど
も
に

「
よ
く
や
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け
た
り
し

て
自
信
を
つ
け
て
あ
げ
る
大
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
身
体

を
動
か
し
て
い
る
子
ど
も
は
ス
ト
レ
ス

症
状
が
少
な
い
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
大
切
さ

や
、
運
動
能
力
だ
け
で
な
く
、
が
ま
ん
で

き
る
力
、
や
り
き
る
力
、
健
康
な
体
と
い

っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
力
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

八
千
代
町
湖
畔
祭
実
行
委
員
会

（
八
千
代
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

52
・
2
8
4
1

地
域
営
農
課

47
・
4
0
2
2
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

20

保
健
と
福
祉

　

優
勝
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い

る
「
わ
れ
ら
が
カ
ー
プ
」
を
広

島
広
域
都
市
圏
で
い
っ
し
ょ
に

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■
と
き
・
と
こ
ろ　

５
月
２１
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
広
島
市
民
球
場

■
チ
ケ
ッ
ト　

当
日
、
球
場
正

面
入
口
付
近
で
配
布
。
正
午

か
ら
午
後
２
時
ま
で
。

■
募
集
人
数　

３
０
０
人

　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

１
人　

２，
５
０
０
円

（
弁
当
・
飲
物
代
を
含
む
）

※
１
塁
側
２
階
Ｂ
指
定
席

※
参
加
者
全
員
に
カ
ー
プ
グ
ッ

ズ
、
他
に
も
抽
選
で
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。

■
申
込　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
（
当
日
連
絡
可
能
な

番
号
）
を
記
入
。
締
切
４
月
２５

日（
月
）消
印
有
効
。

※
１
枚
で
５
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

※
３
歳
以
上
は
参
加
費
が
必
要
。

小
学
生
以
下
の
場
合
は
大
人

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
先　

〒
７
３
０-

８

５
８
６　

広
島
市
中
区
国
泰
寺

町
一
丁
目
６
番
３４
号　

広
島
市

広
域
行
政
推
進
課
内　

広
島
広

域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

■
参
加
者
の
決
定

５
月
初
旬
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
昭
和
５３
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
大
卒
者
及
び
平
成
１８
年

３
月
ま
で
の
大
卒
見
込
者
。
人

事
院
が
大
卒
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
。

■
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
４
月
１５
日
（
金
）
ま
で(

４
月

１５
日
消
印
有
効)

■
申
込
先　

広
島
国
税
局
な
ど

■
１
次
試
験
日　

６
月
１２
日（
日
）

■
受
験
申
込
書
の
請
求　

吉
田
税

務
署
に
あ
り
ま
す
。

■
技
術
海
上
幹
部

資
格
▼
大
卒
38
歳
未
満
の
者

■
技
術
海
曹　

免
許
の
部

資
格
▼
20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免

許
資
格
取
得
者
な
ど

■
技
術
海
曹　

大
学
・
短
大
・
高

　

専
卒（
見
込
含
）の
者

資
格
▼
20
歳
以
上
の
者
で
大
学
・

　

短
大
・
高
専
卒（
見
込
含
）の
者

■
受
付
期
間　

５
月
９
日
（
月
）

〜
５
月
27
日（
金
）ま
で
。

　

中
国
・
四
国
地
区
に
あ
る
国
立

大
学
法
人
な
ど
の
職
員
採
用
試
験

が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）

〜
８
日（
金
）

■
１
次
試
験　

５
月
２２
日（
日
）

■
受
験
資
格　

昭
和
５１
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

※
受
験
申
込
書
は
中
国
・
四
国
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

試
験
実
施
委
員
会
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

４
月
３
日
（
日
）

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
吉
田
町
）

【
内
科
・
外
科
】
℡
47-

０
１
１
１

４
月
10
日
（
日
）

中
村
医
院
（
向
原
町
）

　

【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

５
５
８
８

４
月
17
日
（
日
）

や
ま
ね
八
千
代
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
八
千
代
町
）

　

【
内
科
】
℡
52-

７
１
１
０

４
月
24
日
（
日
）

こ
だ
ま
整
形
外
科
医
院

（
吉
田
町
）【
整
形
外
科
】

℡
43-

２
８
０
０

４
月
29
日
（
祝
）

白
川
医
院
（
向
原
町
）

　

【
内
科
】
℡
46-

２
０
４
１

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
出
か
け
る

前
に
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
月
か
ら

４
月
は
、
医

療
保
険
の
異

動
の
多
い
季

節
で
す
。
国

保
か
ら
社
会

保
険
に
変
わ

っ
た
時
、
あ

る
い
は
退
職

し
て
国
保
に
加
入
し
た
い
時
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。

■
国
保
に
加
入
す
る
と
き

印
か
ん
、
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
た
証
明
書
、
年
金
手
帳
ま

た
は
年
金
証
書
が
必
要
で
す
。

■
国
保
を
や
め
る
と
き

印
か
ん
、
職
場
の
健
康
保
険
の

保
険
証
、
国
保
の
保
険
証
が
必

要
で
す
。

社
会
保
険
か
ら
別
の
社
会
保
険

に
変
わ
る
と
き
も
、
月
を
ま
た

ぐ
な
ど
間
が
空
く
時
は
国
保
加

入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
の
手
続
き

市
役
所
保
健
医
療
課
か
各
支
所

市
民
生
活
課
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

保
健
医
療
課

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方
で
す
。（
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
方

●
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
臥
床
や
車

椅
子
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

一
般
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
。

●
収
入
が
一
定
額
未
満
の
方
。

■
サ
ー
ビ
ス
内
容　

自
宅
と
市
内

医
療
機
関
と
の
間
の
通
院
支
援

（
収
入
に
よ
り
次
の
方
法
に
分

か
れ
ま
す
。）

●
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
（
距
離

で
５
０
０
円
か
ら
２，
０
０
０
円
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
の
車
で
移
送

■
利
用
回
数　

月
４
回（
２
往
復
）

■
利
用
申
込　

高
齢
者
福
祉
課
か

各
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
各
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。）

■
注
意
点　

”
移
送
“
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
車
に
乗
る
こ
と
や
病

院
内
で
の
移
動
は
、
家
族
の
支

援
が
必
要
で
す
。

　

家
族
の
支
援
が
期
待
で
き
な

い
場
合
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

カ
ー
プ
を
応
援
し
よ
う

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
戦

（
0
8
2
）5
0
4
・
2
0
1
6

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

広
島
県
職
員
採
用
試
験
日
程（
予
定
）

広
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
0
8
2
）5
1
3
・
5
1
4
4

■
第
１
回
警
察
官
試
験

●
受
付
期
間　

５
月
２
日（
月
）ま
で

●
受
験
資
格　

昭
和
５０
年
１０
月
２

日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

■
大
学
卒
業
程
度
試
験

●
受
付
期
間　

５
月
１９
日（
木
）

〜
６
月
８
日（
水
）

●
受
験
資
格　

昭
和
５１
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
５９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
と
昭
和
５９
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
大

卒
（
卒
見
含
）
の
者

※
こ
れ
は
予
定
で
す
。
試
験
に
関

す
る
詳
し
い
内
容
は
、
広
島
県

人
事
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
大
学
卒
業　

国
家
公
務
員
Ⅰ
種
、

国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監
督

官
、
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
、
法
務

教
官
、
航
空
管
制
官

■
高
校
卒
業　

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
、

刑
務
官
、
入
国
警
備
官
、
皇
宮

護
衛
官
、
航
空
保
安
大
学
校
学

生
、
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特

別
）
、
海
上
保
安
学
校
学
生
、

海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象

大
学
校
学
生

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
か
ら

※
受
験
資
格
、
受
付
期
間
、
受
験

日
な
ど
は
、
受
験
す
る
職
に
よ

っ
て
違
っ
て
い
ま
す
。

め
ざ
せ
、
国
家
公
務
員

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
計
画
で
す

税
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
税
専
門
官
の
試
験
が
あ
り
ま
す
。

（
0
8
2
）2
2
8
・
1
1
8
3

人
事
院
中
国
事
務
局

（
0
8
2
）2
2
1
・
9
2
1
1

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

42
・
0
0
0
8

吉
田
税
務
署

平
成
１７
年
度
自
衛
官
募
集

（
0
8
2
）8
1
5
・
3
9
8
0

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

国
立
大
学
法
人
等
の
職
員
採
用
試
験

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

試
験
実
施
委
員
会（
広
島
大
学
人
事
部
内
）

（
0
8
2
）4
2
4
・
5
6
1
6

■
内
容　

今
年
度
末
ま
で
の
期
間

中
、
県
政
の
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
提
言
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

満
１６
歳
以
上
の
県
民

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
３０
日

■
定
員　

２
０
０
人

■
応
募
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.jp/

の
「
県
政
提
言
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

県
政
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

広
島
県
庁
行
政
情
報
室

（
0
8
2
）5
1
3
・
2
3
7
9

　

定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講
料
な

ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
４
月
か
ら
は
じ
ま
る
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
ワ
ー
ド
基
礎
・

エ
ク
セ
ル
基
礎
３
日
間
・
エ
ク

セ
ル
実
践
３
日
間
・
新
入
社
員

研
修
３
日
間
・
日
商
簿
記
３
級

講
座
・
英
会
話
講
座
（
短
期
）・

手
話
講
座
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習

【
委
託
訓
練
】雇
用
保
険
受
給
者
対
象

Ｏ
Ａ
事
務
科　

４
月
１２
日
〜
７
月

１７
日（
３
ヵ
月
間
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

定
員
２０
名

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集

自
分
の
能
力
を
高
め
よ
う

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
医
療
機
関
移
送
）を
全
市
に
拡
大

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
0
8
2
4
）
62
・
8
5
0
0

突
然
体
調
が
・・・
。
そ
ん
な
時

休
日
・
夜
間
当
番
医

42
・
5
6
1
8

高
齢
者
福
祉
課

医
療
保
険　
国
保
な
ど
の
加
入
・

喪
失
手
続
き
は
お
早
め
に

42
・
5
6
1
9

■
と
き　

▼
１
回
目　

５
月
２１

日
（
土
）
〜
２２
日
（
日
）
　

▼
２
回

目　

６
月
２５
日
（
土
）
〜
２６
日

（
日
）
ど
ち
ら
も
一
泊
二
日

■
対
象
者
・
定
員　

高
校
生
・

大
学
生
・
社
会
人　

３０
人　

■
参
加
費　

５，
５
０
０
円

(

１
回
に
つ
き) 　

■
内
容　

自
然
体
験
活
動
の
知

　

識
や
技
術
の
習
得

　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
自
然
体
験
活
動

推
進
協
議
会
）
リ
ー
ダ
ー
の
資

格
を
取
得
し
た
い
人
は
２
回

と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

①
参
加
者
名
（
ふ

り
が
な
）
②
性
別
③
年
齢
④
住

所
⑤
電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
、

５
月
１３
日（
金
）迄
、
は
が
き
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

４２
―

２
３
０
１

自
然
体
験
活
動

推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

「
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

吉
田
少
年
自
然
の
家

42
・
2
3
1
1

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時
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橙 K

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

22

「食」のさんぽ道「食」のさんぽ道

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
４
月
か
ら
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
に
な
り
ま
す
。

■
対
象　

生
後
満
３
ヵ
月
〜
６
ヵ

月
未
満
の
方

■
方
法　

接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

希
望
者
は
満
３
ヵ
月
に
な
っ
た

ら
、
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
医
療
機
関　

吉
田
総
合
病
院
小

児
科
／
平
原
内
科
医
院
／
お
お

は
た
産
婦
人
科
／
え
の
き
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
佐
々
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

／
竹
本
外
科
胃
腸
科
／
増
田
内

科
小
児
科
医
院
／
徳
永
医
院
／

白
川
医
院

※
医
療
機
関
は
予
約
が
必
要
で
す
。

接
種
日
や
接
種
時
間
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
、
対
象
者
へ
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
生
後
６
か
月
に
な
る
と
、
市
が

行
う
法
定
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対

象
で
は
な
く
な
り
、
希
望
の
方

は
全
額
自
己
負
担
で
任
意
接
種

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
受
け

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
負
担
感
や

不
安
感
を
だ
れ
か
に
聞
い
て
も
ら

う
の
も
気
持
ち
が
楽
に
な
る
１
つ

の
方
法
で
す
。
次
の
と
お
り
子
育

て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
２０
日（
水
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

美
土
里
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー

■
内
容　

子
育
て
相
談
員
の
森
中

泰
子
さ
ん（
広
島
市
在
住
）が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
申
込
み　

保
健
医
療
課
か
各
支

所
市
民
生
活
課
へ
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
吉
田
・
高
宮
・

美
土
里
・
向
原
の
一
部
の
地
域
で
、

ご
み
を
集
め
る
日
が
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、「
粗
大
ご
み
」
の
収
集
日

は
毎
年
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
既
に
配
付
し
て
い
る
新
し
い「
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
も
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
美
土
里
（
生
桑
・
北
・
本
郷【
矢
賀
以
外
】)

●
高
宮
（
川
根
）

■
燃
え
る
ご
み　

月
・
木
曜
日

■
古
紙　

第
１
・
３
水
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
４
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

第
１
・
３
金
曜
日　

●
高
宮
（
船
佐
・
来
原
） 

●
甲
田
（
甲
立
）

●
吉
田
（
印
内
）

■
燃
え
る
ご
み　

火
・
金
曜
日

■
古
紙　

第
２
・
４
水
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
１
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

第
１
・
３
月
曜
日　

●
美
土
里
（
本
郷【
矢
賀
の
み
】・
横
田
）

●
吉
田
（
相
合
・
山
部
・
多
治
比
の
一
部
・

中
馬
の
一
部
・
西
浦
・
吉
田
の

一
部
・
常
友
の
一
部
）

■
燃
え
る
ご
み　

火
・
金
曜
日

■
古
紙　

第
２
・
４
水
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
１
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

第
１
・
３
木
曜
日　

●
八
千
代
全
域

●
吉
田
（
中
馬
の
一
部
・
常
楽
寺
・
山
手
・

川
本
の
一
部
・
高
野
・
桂
の
一
部
・

長
屋
・
常
友
の
一
部
・
多
治
比

の
一
部
・
上
入
江
）

■
燃
え
る
ご
み　

火
・
金
曜
日

■
古
紙　

第
２
・
４
水
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
３
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

第
２
・
４
月
曜
日　

●
吉
田（
下
入
江
・
福
原
・
竹
原
・
桂
の
一
部
・

吉
田
の
一
部
・
川
本
の
一
部
・

小
山
・
国
司
）

●
甲
田
（
高
田
原
・
小
原
）

■
燃
え
る
ご
み　

火
・
金
曜
日

■
古
紙　

第
２
・
４
水
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
３
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

第
２
・
４
木
曜
日　

●
向
原
全
域

■
燃
え
る
ご
み　

火
・
金
曜
日

■
古
紙　

第
２
・
４
木
曜
日

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・

ト
レ
イ　

第
２
水
曜
日

■
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

　

第
２
・
４
金
曜
日　

※
向
原
町
区
域
の
回
収
コ
ー
ス
は

１
本
化
さ
れ
ま
す
。

（
戸
島
２
・
３
・
４
・
５
区
の
み
、
曜

日
が
変
更
さ
れ
ま
す
）

　

広
島
県
教

育
委
員
会
で

は
、
寄
付
金

を
も
と
に
、

自
然
体
験
活

動
・
読
書
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
国
際

交
流
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文

化
活
動
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
育
む
様
々
な
活
動
に
対
し
て
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額　

原
則
３０
万
円
が
上
限

■
応
募
締
切

６
月
以
降
の
事
業　

４
月
２８
日（
木
）

９
月
以
降
の
事
業　

７
月
２９
日（
金
）

１２
月
以
降
の
事
業　

１０
月
３１
日（
月
）

３
月
以
降
の
事
業　

１
月
３１
日（
火
）

■
申
請　

所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
広
島
県
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市

教
育
委
員
会
、
各
教
育
分
室
へ

取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、「
広

島
県
こ
ど
も
夢
基
金
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.jp/

kyouiku/gakushu/yum
ekikinn/top.htm

材料（４人分）

●菜の花……１束　 ●にんじん……４０g

●白ゴマ……大さじ２　●マヨネーズ…大さじ１

●カッテージチーズ…１／２カップ　●塩……少々

■カッテージチーズから作る

材料　　牛乳…４００㏄　　　　酢…８０㏄

①鍋に牛乳を入れ、４０℃から５０℃に温め火を止める。

②木しゃもじでゆっくりとかき混ぜながら少しずつ酢

を加えていく。

③１０分ほどおき、ザルにふきんを敷きこす。

④ふきんに入れたまま水で静かに振り洗いをする。

⑤軽く水気を切る。1/2 カップほどのカッテージチー

ズができあがる。

■そしていよいよ菜の花のカッテ和え

①菜の花は熱湯で色よくゆで、３ cm くらいに切る。

②にんじんは太めのせん切りにし、さっとゆでる。

③すりばちで白ゴマをすり、マヨネーズ、カッテージ

チーズ、塩を加えふわっとした和え衣を作る。

④菜の花とにんじんを加えさっと和える。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種　

４
月
か
ら
生
後
３
ヵ
月

〜
６
カ
月
の
子
ど
も
の
み
個
別
接
種

市
内
全
域
対
象
の
子
育
て
相
談
室

42
・
5
6
1
9

保
健
医
療
課

42
・
5
6
1
9

保
健
医
療
課

42
・
5
6
1
6

市
民
生
活
課

毎
月
第
１
金
曜
日
に

社
会
保
険
一
日
相
談
所
の
開
設

ご
み
の
収
集
日

一
部
の
地
域
で
変
わ
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
活
動
へ

助
成　

広
島
県
こ
ど
も
夢
基
金

42
・
5
6
1
6

市
民
生
活
課

会
計
課

指
定
金
融
機
関
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す42

・
5
6
2
0

■
と
き
・
時
間

　

４
月
22
日（
金
）例
会

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

■
と
こ
ろ　

吉
田
公
民
館

※
詳
し
い
内
容
は
、
広
島
断
酒
ふ

た
ば
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

酒
を
や
め
た
い
、酒
で
困
っ

て
い
る
、ま
た
そ
の
家
族
の

相
談
に　

断
酒
会

広
島
断
酒
ふ
た
ば
会　

中
村
忠

43
・
1
6
0
5

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談

■
と
き　

４
月
28
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

（
相
談
は
事
前
に
連
絡
し
て
く

　

だ
さ
い
。
予
約
制
。
秘
密
は
厳

　

守
し
ま
す
）

■
と
こ
ろ　

芸
北
地
域
事
務
所

　

第
２
庁
舎
２
階
指
導
室

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

■
と
き　

４
月
25
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

　

（
毎
月
第
４
月
曜
日
）

■
と
こ
ろ　

芸
北
地
域
保
健
所

各
種
相
談
・
検
診
の
日
程

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

三
次
社
会
保
険
事
務
所

（
0
8
2
4
）
62
・
3
1
0
7

環
境
と
生
活

　

今
年
度
も
毎
月
第
１
金
曜
日
に

社
会
保
険
一
日
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
国
民
年
金
・
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
が
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ　

広
島
北
部
農
協
本
店

（
安
芸
高
田
市
吉
田
町
）

■
時
間　

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

■
相
談
員　

三
次
社
会
保
険
事
務

　

所
専
門
員

お
知
ら
せ

広
島
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
0
8
2
）5
1
3
・
5
0
1
2

　

平
成
１７
年
４
月
１
日
に
高
田
郡

農
業
協
同
組
合
が
、
広
島
千
代
田

農
業
協
同
組
合
と
合
併
し
、
広
島

北
部
農
業
協
同
組
合
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
、
安
芸
高
田

市
の
指
定
金
融
機
関
の
名
称
も
広

島
北
部
農
業
協
同
組
合
と
な
り
、

本
所
は
本
店
、
支
所
も
支
店
と
い

う
呼
び
か
た
に
変
わ
り
ま
す
。
市

の
公
金
を
取
り
扱
う
窓
口
も
９
か

所
か
ら
１８
か
所
に
増
え
ま
す
。
新

た
な
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
千
代
田
支
店
、
八
重
出
張
所
、

壬
生
出
張
所
、
本
地
出
張
所
、
川

戸
出
張
所
、
南
方
出
張
所
、
蔵
迫

出
張
所
、
大
朝
支
店
、
新
庄
出
張

所
】

総
務
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

42
・
5
6
1
1

４
月
１
日
か
ら

県
の
事
務
所
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日（
水
）〜
１５
日（
金
）の
期
間

実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
人
に
優
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
実
行
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
安
芸
高
田
市
関
係
】

■
土
地
改
良
事
業
を
行
っ
て
い
た

芸
北
地
域
事
務
所
農
林
局

高
田
地
方
農
村
整
備
事
業
所
は

４
月
１
日
か
ら

芸
北
地
域
事
務
所
農
林
局
（
広

島
市
安
佐
北
区
可
部
４
│

１２
│

１

℡（
０
８
２
）８
１
４
│

３
１
８
１
）

に
統
合
さ
れ
ま
す
。

■
土
木
関
係
事
務
を
行
っ
て
い
た

芸
北
地
域
事
務
所
建
設
局

吉
田
支
局
は

４
月
１
日
か
ら

広
島
地
域
事
務
所
建
設
局
（
広

島
市
南
区
比
治
山
本
町
１６
│

１２

℡（
０
８
２
）２
５
０
│

８
１
５
１
）

に
統
合
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
、

業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

１
年
間
の
み
広
島
地
域
事
務
所

建
設
局
吉
田
分
室
が
置
か
れ
、

維
持
管
理
事
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

「春は、ほろにが」

菜の花のカッテ和え菜の花のカッテ和え

紹介していただきました。

木坂　早苗　さん
（安芸高田市食生活改善　　

　　推進協議会向原支部）



若宮　大成

大田　琉音

今田　奏希

平川　瑠菜

大道　優斗

竹添　　翔

勝田　ひな

丸山雄一郎

中山　翔太

春元　結衣

上西　初葵

実方　美樹

宍戸　優斗

俵　　巧磨 市内の図書館より
★吉田図書館（吉田公民館内）

★八千代図書館（八千代人権福祉センター内）

★美土里図書館（美土里生涯学習センターまなび内）

★田園パラッツォ図書館（高宮田園パラッツォ内）

★甲田図書館（甲田若者定住センターミューズ内）

★向原図書館（向原公民館内）

およろこびとおくやみおよろこびとおくやみ

およろこび

地　域 名　　　前 性別

地　域 名　　　前 歳

おくやみ

（敬称略）

今月の
納　税

国民健康保険税
1期

納期限：5月2日

25 24

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

★吉田図書館

★八千代図書館

★美土里図書館

図書館からおすすめの本
★田園パラッツォ図書館

★甲田図書館

★向原図書館

男

男

男

女

男

男

女

男

男

女

女

女

男

男

るうと

たいせい

なるき

る　な

ゆうと

しょう

ゆういちろう

しょうた

ゆ　い

はづき

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

世羅キヌコ

竹重　常盤

分田シズコ

上本ミツ子

八木　司郎

藤城　孝文

新川八重子

田中　真弓

中村　昭子

石井　敬三

川上　澄惠

　川　君江

築貞　忠芳

原田フミヱ

　田カズヱ

山田ヨシカ

足助佐華榮

辻駒　五江

河野已年子

竹田　作市

井澤　義文

米田　伴子

井惠イツノ

寺尾　政登

三橋　富子

三橋　　雄

甲本　朝登

中尾サトヨ

小川　信三

　川　充敏

中島　　子

水本　静子

　藤タニヨ

岡本　哲義

　木シズコ

90

82

86

70

86

73

77

52

77

93

73

85

82

89

90

80

77

71

87

90

51

76

86

93

94

81

73

95

73

47

87

91

92

69

92

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

私は、ありふれた男だ。でも、私には
全身全霊を傾けて愛する女性がいる。
永遠に一人の女性を愛する男の姿を、
詩的な筆致で綴った究極の純愛小説。

『きみに読む物語』
ニコラス・スーパークス／著

（アーティストハウス）

現代の漫画は、ここから生まれた！
松本零士氏のコレクションを中心に、
１９２４年から１９５９年にかけての単行
本を集め、編集した一冊です。

『漫画大博物館　1924－1959』
松本零士・日高敏／編著

へんな日本語にも理由がある！「全然いい」「よろし
かったでしょうか」「やむおえない」「なにげに」…日
本語ブームの昨今、なんだか気になる日本語も増え
ている。本書は、どうしてそういう表現がうまれて
くるのか、誤用であったとしても、その誤用が生ま
れてくるいわば「誤用の論理」は何なのかを究明する！

『問題な日本語』 北原保雄/編

ある日突然、あなたの預金が消える！
偽造カードによって預貯金が奪われて
いる現実。続発する被害、進化する手口
･ ･ ･。カード社会の問題点を問う。

『キャッシュカードがあぶない』
柳田邦男／著

野菜になれなかった草たちに心ひかれ
て、花つくりの人が花に恋するように、
庭で・道端で・畑で・人間たちののけ
ものにされている草が気になりだして
･ ･ ･。

『楽しくおいしく雑草クッキング』
小崎順子/著

「元祖・純愛本」がリバイバル刊行。
テレビ・映画化もされたこの話は、懐
かしい方も多いはず。「世界の中心で
愛をさけぶ」に涙した方にもぜひおす
すめします。

『愛と死をみつめて』
大島　みち子・河野　実／著

　このおよろこびとおくやみは安芸高田市内の窓口で届け出をされた方で、
掲載を承認された方のみ掲載するようにしています。市外で届けられた
方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２までご連絡ください。

　

政
府
は
、
毎
年
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

当
市
で
は
、
２
月
７
日
『
ゆ
め

タ
ウ
ン
吉
田
』正
面
入
口
に
お
い
て
、

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

市の人口
総人口

男

女

世帯数

３４,０２３人　

１６,３６１人　

１７,６６２人　

１３,０２２世帯

平成１７年３月１日　現在

み　き

ゆうと

たくま

火 災

救 急

救 助

その他

安芸高田消防署

2月の出動件数

「
北
方
領
土
の
日
」啓
発
活
動

総
務
課

42
・
5
6
1
1

　

暖
か
く
な
り
、
川
、
海
で
の
「
魚

釣
り
」
に
出
か
け
る
方
も
多
い
事

と
思
い
ま
す
。
電
線
の
近
く
で
「
魚

釣
り
」
を
す
る
と
「
釣
竿
」
が
電

線
に
当
た
り
、
痛
ま
し
い
感
電
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
魚
釣
り
」
を
す
る
と
き
に
は
、

近
く
に
電
線
は
な
い
か
十
分
に
確

認
を
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

魚
釣
り
の
感
電
事
故
に
は
気
を
つ

け
て　

中
国
電
力
か
ら
の
お
願
い

中
国
電
力
株
式
会
社
三
次
営
業
所

（
0
8
2
4
）
62
・
7
2
3
1

（３件）

（２２９件）

（４件）

（７件）
※下段の（　）は
　平成17年の累計

 

知
ら
な
い
お
店
か
ら
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、
子
ど
も

の
教
材
の
セ
ー
ル
ス
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
り
。
こ
の
よ
う
な
時
、

自
分
の
名
簿
や
個
人
情
報
が
も
れ

て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
個
人
情
報
が
知
ら
な
い

所
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
こ
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
の
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
民
間
の
事
業
者
の

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
共
通
す

る
必
要
最
小
限
の
ル
ー
ル
を
定
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ル
ー
ル

を
事
業
者
が
自
ら
で
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
守
る
ル
ー
ル

●
個
人
情
報
は
何
の
目
的
に
利
用

す
る
の
か
伝
え
た
上
で
本
人
か

ら
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

な
い
。

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し

て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

●
知
っ
た
情
報
は
本
人
の
同
意
が

な
け
れ
ば
第
３
者
に
わ
た
し
て

は
い
け
な
い
。

大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に

　

個
人
情
報
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

悪
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
も
必
要
で
す
。

●
個
人
情
報
は
、
気
軽
に
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
回
答
す
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
収
集
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
分
の
個
人
情
報
を

む
や
み
に
提
供
し
な
い
こ
と
も

大
切
で
す
。

●
悪
質
な
事
業
者
は
、
個
人
情
報

を
架
空
請
求
な
ど
に
悪
用
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

●
個
人
情
報
が
思
わ
ぬ
利
用
の
さ

れ
方
を
し
て
事
業
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
個
人
情
報
を
提
供
す

る
時
は
利
用
目
的
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

個
人
情
報
保
護
法

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

総
務
課

42
・
5
6
1
1

吉
田
税
務
署

未
成
年
者
の
飲
酒
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

42
・
0
0
0
8

　

税
務
署
で
は
、
酒
販
店
、
コ
ン

ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
す

る
際
、
免
許
証
な
ど
で
年
齢
確
認

を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

し
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
が
お
酒
を
飲
ん
で
は

い
け
な
い
主
な
理
由

●
脳
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

●
肝
臓
を
は
じ
め
と
す
る
臓
器
に

障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
性
ホ
ル
モ
ン
に
異
常
が
起
き
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

●
未
成
年
者
の
飲
酒
を
禁
ず
る
法

律
が
あ
り
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
き
た
か
た
３
月
号
の
中
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

７
ペ
ー
ジ　

小
川
全
夫
さ
ん
の
紹
介

　

正　
九
州
大
学
大
学
院
教
授

　

誤　

九
州
大
学
大
学
院
助
教
授

２件

１１６件

２件

６件



向原支所市民生活課 ４６－３１１３

【育児相談】

4月25日(月)受付9：30～11：30

向原保健センター

【ポリオ予防接種】4月20日(水)

向原保健センター　受付12：45～13：15

対象者：生後3～90月未満で2回内服していな

い乳幼児�

※対象の方には個人通知します�　

【犬・猫の引き取り】

4月6日(水)・20日(水)10：00　向原支所

向原支所地域振興課 ４６－３１１２

2627

保健医療課 ４２－５６１９

吉 田 掲 示 板

美土里掲示板

八千代掲示板

向 原 掲 示 板

情 報 掲 示 板各 支 所 発

【健康相談】

午前の部10：00～11：30／午後の部13：30～15：00

4月  5日(火)午前：山部集会所

　 6日(水)午前：於手保集会所

　　　　　午後：上市集会所

　 7日(木)午前：常友消防コミュニティ集会所

　 8日(金)午後：沖原集会所

　 13日(水)午前：新屋郷集会所

　　　　　午後：甲元集会所

　 18日(月)午後：西浦下集会所

　　　　　午後：大浜集会所

　 19日(火)午前：小山集会所

　　　　　午後：長屋集会所

　 20日(水)午後：下中馬集会所

【リハビリ】

4月11日(月)・25日(月)13：30～15：30　吉田人権会館

【ポリオ予防接種】4月6日(水)・27日(水)　

受付13：00～13：30　吉田運動公園

対象者：3～90ヶ月未満で2回内服していない乳幼児�

対象者には個人通知します。

【育児相談】

4月20日(水)　10：00～15：00（正午から１時間休み）　

ふれあいセンターいきいきの里

【３歳児健診】

4月7日(木)　受付13：00～13:30

対象者：平成13年10月～12月生まれ

ふれあいセンターいきいきの里

市民生活課 ４２－５６１６

橙 K

美土里支所市民生活課 ５４－０３１３

【犬・猫の引き取り】

4月6日(水)・20日(水)9：30　市役所本庁

【乳児健診】

4月15日(金) 山村開発センター　受付13：00～13：30�

対象　乳児：H16.12.1～H17.2.28生まれ　�

　　　　　　 H16.　6.1～H16.8.31生まれ

　　　1歳半児：H15.7.15～H15.10.15生まれ

　　　2歳児：H14.9.15～H14.12.15生まれ

　　　3歳児：H13.10.15～H13.12.15生まれ

【ポリオ予防接種】

4月22日(金)受付13：00～13：30　山村開発センター

【犬・猫の引き取り】

4月14日(木)10：00　美土里支所

【リハビリ】4月13日(水)・27日(水)

いずれも13：30～15：30　人権福祉センター

【育児相談】

4月4日(月)10：00～11：30　人権福祉センター

【乳児健康診査】

4月21日(木)人権福祉センター�　受付13：00～13：15�

対象：1歳半児　H15.7.16～H15.10.20生まれ�

　　　2歳児　　H14.9.16～H14.12.20生まれ�

　 　 3歳児　　H13.9.16～H13.12.20生まれ�

※対象の方には個人通知します

【ポリオ予防接種】

4月14日(木)受付13：00～13：15　人権福祉センター

【犬・猫の引き取り】

4月14日(木)10：50　B&G海洋センター

八千代支所市民生活課 ５２－２１１３

【移動図書館さわやか号】

刈田地区　4月20日(水)／根野地区　4月21日(木)

【おはなし会】

4月9日(土)11：00～11：30　人権福祉センター研修室

【読書会】

4月9日(土)13：00～15：30　人権福祉センター研修室

八千代教育分室 ５２－２１１５

特別イベント【四季の里春まつり】

4月17日(日)11：00～　ミニコンサート・バザー等

芸術農園「四季の里」八千代の丘美術館 ５２－３０５０

かたくり祭開催

■とき　4月2日(土)～10日(日)

　　　　午前10時～

■ところ　安芸高田市向原町

　　　　　長田川之内地区

　斜面に敷き詰めたように、薄

紫色の可憐なかたくりの花が

咲き誇ります。また、地元の方

たちによるバザーや特産品の

販売も行われます。

高宮掲示板

【育児相談】

4月12日(火)10：00～12：00

基幹集落センター

【ポリオ予防接種】

4月7日(木)受付13：00～13：15

基幹集落センター

※対象者には個人通知します

【犬・猫の引き取り】

4月14日(木)　9：00　安芸高田市高宮支所

　　　　　　　9：30　来原コミュニティセンター

甲 田 掲 示 板
【健康相談】

午前の部10：00～11：30／午後の部13：30～15：00

4月　4日(月)午前：小原中央集会所

　　19日(火)午前：小原中央集会所

　　　　　午後：ふれあいセンターこうだ

【リハビリ】4月6日(水)・27日(水)13：30～16：00

ふれあいセンターこうだ

【育児相談】

4月13日(水)10：00～11：00　ふれあいセンターこうだ

【幼児健康診査】4月14日(木)　受付13：00～13：45

ふれあいセンターこうだ　対象者には個人通知します

【乳児健康診査】

4月28日(木)　受付13：00～13：30

ふれあいセンターこうだ　対象者には個人通知します

【ポリオ予防接種】

4月21日(木)　受付13：00～13：20

ふれあいセンターこうだ　対象者には個人通知します

【犬・猫の引き取り】4月14日(木)11：35　甲田支所

甲田支所市民生活課 ４５－５１２０

【移動図書】4月8日(金)・22日(金)15：30～17：00

小田小学校・小原保育所・ケアハウス

【かみしばい会】4月23日(土)14：00～15：30　ミューズ

【市民セミナー】4月27日(水)13：30～　ミューズ

甲田教育分室 ４５－４３１１

美土里教育分室 ５９－２１２０
【げんき広場】

4月　6日(水)　休み　

4月20日(水)　総会　

4月27日(水)　絵本の読み聞かせ　

いずれも10：00～11：30　山村開発センター

くらしの総合相談会

【心配ごと相談・行政相談・人権相談】

4月 7日(木)10：00～15：00【登記相談含】

　 21日(木)10：00～15：00

吉田人権会館（旧隣保館） ４２－２８２６

高宮支所市民生活課 ５７－０３１３


